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(57)【要約】
　インタレース信号をフィールド符号化する際に垂直方
向の空間解像度が１／２となり画素間相関が低下するこ
とによって、イントラ予測の予測効率や直交変換係数の
符号化効率が低下してしまう課題があった。この発明は
、直交変換ブロックを直交変換サブブロックに分割し、
フィールド符号化か否かを示す情報に基づくフラグが有
効であるか否かに基づいて、圧縮データである量子化後
の変換係数の符号化順を、前記直交変換ブロック単位、
前記直交変換サブブロック単位で切り替える可変長符号
化手段を備えるものである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮データ及び符号化モードが多重化された符号化ビットストリームを生成する可変長
符号化手段を備え、
　上記可変長符号化手段は、直交変換ブロックを直交変換サブブロックに分割し、フィー
ルド符号化か否かを示す情報に基づくフラグが有効であるか否かに基づいて、圧縮データ
である量子化後の変換係数の符号化順を、前記直交変換ブロック単位、前記直交変換サブ
ブロック単位で切り替えることを特徴とする動画像符号化装置。
【請求項２】
　入力画像を複数の部分画像であるスライスに分割するスライス分割手段と、符号化処理
が実施される際の処理単位となる符号化ブロックの最大サイズを決定するとともに、最大
サイズの符号化ブロックが階層的に分割される際の上限の階層数を決定し、利用可能な１
以上の符号化モードの中から、階層的に分割される各々の符号化ブロックに対応する符号
化モードを選択する符号化制御手段と、上記スライス分割手段により分割されたスライス
を上記符号化制御手段により決定された最大サイズの符号化ブロックに分割するとともに
、上記符号化制御手段により決定された上限の階層数に至るまで、上記符号化ブロックを
階層的に分割するブロック分割手段と、上記ブロック分割手段により分割された符号化ブ
ロックと上記イントラ予測手段により生成された予測画像との差分画像を生成する差分画
像生成手段と、上記差分画像生成手段により生成された差分画像の変換処理を実施して、
上記差分画像の変換係数を量子化し、量子化後の変換係数を圧縮データとして出力する画
像圧縮手段と、上記画像圧縮手段から出力された圧縮データから差分画像を復号し、復号
後の差分画像と上記予測手段により生成された予測画像を加算して局所復号画像を生成す
る局所復号画像生成手段と、符号化ビットストリームを生成する可変長符号化手段とを備
え、
　上記可変長符号化手段は、上記画像圧縮手段から出力された圧縮データ、上記符号化制
御手段により選択された符号化モード、フィールド符号化か否かを示すフラグを可変長符
号化して、上記圧縮データ、上記符号化モード、上記フラグの符号化データが多重化され
た符号化ビットストリームを生成することを特徴とする請求項１記載の動画像符号化装置
。
【請求項３】
　階層的に分割されている各々の符号化ブロックに係る圧縮データ及び符号化モードを可
変長復号する可変長復号手段を備え、
　上記可変長復号手段は、直交変換ブロックを直交変換サブブロックに分割し、フィール
ド符号化か否かを示す情報に基づくフラグが有効であるか否かに基づいて、圧縮データで
ある量子化後の変換係数の復号順を、前記直交変換ブロック単位、前記直交変換サブブロ
ック単位で切り替えることを特徴とする動画像復号装置。
【請求項４】
　符号化ビットストリームに多重化された符号化データからフィールド符号化か否かを示
すフラグを含むヘッダ情報を可変長復号し、上記符号化データから階層的に分割されてい
る各々の符号化ブロックに係る圧縮データ及び符号化モードを可変長復号する可変長復号
手段と、上記可変長復号手段により可変長復号された符号化ブロックに係る符号化モード
に応じた予測処理を実施して予測画像を生成する予測手段と、上記可変長復号手段により
可変長復号された符号化ブロックに係る圧縮データである変換係数を逆量子化し、逆量子
化後の変換係数を逆変換して、圧縮前の差分画像を生成する差分画像生成手段と、上記差
分画像生成手段により生成された差分画像と上記予測手段により生成された予測画像とを
加算して復号画像を生成する復号画像生成手段とを備えていることを特徴とする請求項３
記載の動画像復号装置。
【請求項５】
　圧縮データ及び符号化モードが多重化された符号化ビットストリームを生成する可変長
符号化ステップを備え、
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　上記可変長符号化ステップは、直交変換ブロックを直交変換サブブロックに分割し、フ
ィールド符号化か否かを示す情報に基づくフラグが有効であるか否かに基づいて、圧縮デ
ータである量子化後の変換係数の符号化順を、前記直交変換ブロック単位、前記直交変換
サブブロック単位で切り替えることを特徴とする動画像符号化方法。
【請求項６】
　階層的に分割されている各々の符号化ブロックに係る圧縮データ及び符号化モードを可
変長復号する可変長復号ステップを備え、
　上記可変長復号ステップは、直交変換ブロックを直交変換サブブロックに分割し、フィ
ールド符号化か否かを示す情報に基づくフラグが有効であるか否かに基づいて、圧縮デー
タである量子化後の変換係数の復号順を、前記直交変換ブロック単位、前記直交変換サブ
ブロック単位で切り替えることを特徴とする動画像復号方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、動画像を高効率で符号化を行う動画像符号化装置及び動画像符号化方法と
、高効率で符号化されている動画像を復号する動画像復号装置及び動画像復号方法とに関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＭＰＥＧやＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６ｘ等の国際標準映像符号化方式では、入力映像
フレームを、１６×１６画素ブロックからなるマクロブロックの単位に分割して、動き補
償予測を実施した後、予測差分信号をブロック単位に直交変換・量子化することによって
情報圧縮を行うようにしている。
【０００３】
　ここで、図２３は非特許文献１に開示されているＭＰＥＧ－４　ＡＶＣ／Ｈ．２６４の
動画像符号化装置を示す構成図である。
　この動画像符号化装置では、ブロック分割部１０１が符号化対象の画像信号を入力する
と、その画像信号をマクロブロック単位に分割し、マクロブロック単位の画像信号を分割
画像信号として予測部１０２に出力する。
　予測部１０２は、ブロック分割部１０１から分割画像信号を受けると、マクロブロック
内の各色成分の画像信号をフレーム内又はフレーム間で予測して、予測差分信号を算出す
る。
【０００４】
　特に、フレーム間で動き補償予測を実施する場合、マクロブロック自体、または、マク
ロブロックをさらに細かく分割したサブブロックの単位で動きベクトルを探索する。
　そして、その動きベクトルを用いて、メモリ１０７により格納されている参照画像信号
に対する動き補償予測を実施することで動き補償予測画像を生成し、その動き補償予測画
像を示す予測信号と分割画像信号の差分を求めることで予測差分信号を算出する。
【０００５】
一方、フレーム内予測を行う場合、非特許文献１では輝度のイントラ予測モードとしてブ
ロック単位に、複数の予測モードの中から１つの予測モードを選択することができる。
　図２４は輝度のブロックサイズが４×４画素の場合のイントラ予測モードを示す説明図
である。
　図２４では、ブロック内の白丸が符号化対象の画素を表し、黒丸は予測に用いる画素で
ある符号化済みの画素を表している。輝度のブロックサイズが４×４画素の場合には、モ
ード０からモード８の９つのイントラ予測モードが規定されている。
【０００６】
　図２４において、モード２は平均値（DC）予測を行うモードであり、ブロックの上と左
の隣接画素の平均値で、ブロック内の画素を予測するものである。
　モード２以外のモードは方向性予測を行うモードである。モード０は垂直方向予測であ
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り、ブロックの上の隣接画素を垂直方向に繰り返すことで予測画像を生成するものである
。例えば、縦縞模様のときにはモード０が選択される。
　モード１は水平方向予測であり、ブロックの左の隣接画素を水平方向に繰り返すことで
予測画像を生成するものである。例えば、横縞模様のときにはモード１が選択される。
　モード３からモード８は、ブロックの上又は左の符号化済みの画素を用いて、所定の方
向（矢印が示す方向）に補間画素を生成して予測画像を生成するものである。
【０００７】
　ここで、イントラ予測を適用する輝度のブロックサイズは、４×４画素、８×８画素、
１６×１６画素の中から選択することができ、８×８画素の場合には、４×４画素と同様
に、９つのイントラ予測モードが規定されている。ただし、予測に用いる画素については
、符号化済みの画素そのものではなく、これらの画素に対してフィルタ処理を施したもの
を用いている。
　これに対し、１６×１６画素の場合には、平均値予測、垂直方向予測及び水平方向予測
に係るイントラ予測モードに加えて、Ｐｌａｎｅ予測と呼ばれる４つのイントラ予測モー
ドが規定されている。
　Ｐｌａｎｅ予測に係るイントラ予測モードは、ブロックの上と左の符号化済みの隣接画
素を斜め方向に内挿補間して生成された画素を予測値とするモードである。
【０００８】
　また、予測部１０２は、予測信号を得る際に決定した予測信号生成用パラメータを可変
長符号化部１０８に出力する。
　なお、予測信号生成用パラメータには、例えば、フレーム内での空間予測をどのように
行うかを示すイントラ予測モードや、フレーム間の動き量を示す動きベクトル等の情報が
含まれる。
【０００９】
　圧縮部１０３は、予測部１０２から予測差分信号を受けると、その予測差分信号に対す
るＤＣＴ（離散コサイン変換）処理を実施することで信号相関を除去した後、量子化する
ことで圧縮データを得る。
　局所復号部１０４は、圧縮部１０３から圧縮データを受けると、その圧縮データを逆量
子化して、逆ＤＣＴ処理を実施することで、予測部１０２から出力された予測差分信号に
相当する予測差分信号を算出する。
【００１０】
　加算器１０５は、局所復号部１０４から予測差分信号を受けると、その予測差分信号と
予測部１０２から出力された予測信号を加算して、局所復号画像を生成する。
　ループフィルタ１０６は、加算器１０５により生成された局所復号画像を示す局所復号
画像信号に重畳されているブロック歪みを除去し、歪み除去後の局所復号画像信号を参照
画像信号としてメモリ１０７に格納する。
【００１１】
　可変長符号化部１０８は、圧縮部１０３から圧縮データを受けると、その圧縮データを
エントロピー符号化し、その符号化結果であるビットストリームを出力する。
　なお、可変長符号化部１０８は、ビットストリームを出力する際、予測部１０２から出
力された予測信号生成用パラメータをビットストリームに多重化して出力する。
【００１２】
　ここで、一般に符号化対象となる映像信号フォーマットとしては図２５に示すフレーム
が全て同一時刻の信号で構成されるプログレッシブ信号と図２６に示すフレームが２つの
異なる時刻の信号（フィールド）で構成されるインタレース信号がある。非特許文献１で
はインタレース信号を効率的に符号化するために、インタレース信号をピクチャ単位やマ
クロブロック単位にフレームとして符号化するかフィールドとして符号化するかを適応的
に切り替える機能等の様々な符号化ツールが組み込まれている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
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【００１３】
【非特許文献１】ＭＰＥＧ－４ ＡＶＣ（ＩＳＯ／ＩＥＣ １４４９６－１０）／ＩＴＵ－
Ｔ Ｈ.２６４規格
【非特許文献２】“High efficiency video coding (HEVC) text specification draft 8
”，JCT-VC Document JCTVC-J1003，July 2012, Stockholm, SE.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　一方、非特許文献２に開示されている方式では、インタレース信号の符号化効率改善の
ための特別な符号化ツールは用意されていない。非特許文献２ではイントラ予測時に図２
７に示すように特定のイントラ予測モードにおいて予測画像に対してブロック境界の連続
性を高めるためのフィルタ処理を実施する。しかし、フィールド単位に符号化を実施する
場合、垂直方向の空間的相関が低下するためにブロックの上端に対するフィルタ処理の効
果が大きく低下する可能性がある。
【００１５】
また、非特許文献２は直交変換係数の符号化手法として直交変換ブロックをさらにＣｏｅ
ｆｆｉｃｉｅｎｔ Ｇｒｏｕｐ（ＣＧ）と呼ばれる４x４画素単位のブロック（直交変換サ
ブブロック）に分割してＣＧ単位に係数の符号化処理を実施する。図２８に１６×１６画
素の直交変換ブロックにおける係数の符号化順（スキャン順）を示す。このように４×４
画素単位の１６個のＣＧを右下のＣＧから順に符号化処理し、さらに各ＣＧはＣＧ内の１
６個の係数を右下の係数から順に符号化する。具体的には、まずＣＧ内の１６個の係数の
中に有意（非零）係数が存在するか否かのフラグ情報を符号化し、次にＣＧ内に有意（非
零）係数が存在する場合のみＣＧ内の各係数が有意（非零）係数であるかを上記順に符号
化し、最後に有意（非零）係数に対してその係数値情報を順に符号化する。これをＣＧ単
位に上記順に行う。その際、有意（非零）係数がなるべく連続で発生するように偏るスキ
ャン順とした方がエントロピー符号化による符号化効率を高めることができる。プログレ
ッシブ映像とインタレース映像とでは、有意（非零）係数発生分布が異なるため、図２８
のスキャン順では効率的に符号化できなくなってしまう。
【００１６】
　非特許文献２の動画像符号化装置は以上のように構成されているので、インタレース信
号をフィールド符号化する際に垂直方向の空間解像度が１／２となり画素間相関が低下す
ることによって、イントラ予測の予測効率や直交変換係数の符号化効率が低下してしまう
課題があった。
【００１７】
　この発明は上記のような課題を解決するためになされたもので、インタレース信号をフ
ィールド符号化する場合であっても、インタレース信号をフィールド符号化する際の符号
化効率を高めることができる動画像符号化装置、動画像復号装置、動画像符号化方法及び
動画像復号方法を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　この発明に係る動画像符号化装置は、圧縮データ及び符号化モードが多重化された符号
化ビットストリームを生成する可変長符号化手段を備え、上記可変長符号化手段は、直交
変換ブロックを直交変換サブブロックに分割し、フィールド符号化か否かを示す情報に基
づくフラグが有効であるか否かに基づいて、圧縮データである量子化後の変換係数の符号
化順を、前記直交変換ブロック単位、前記直交変換サブブロック単位で切り替えるように
したものである。
【発明の効果】
【００１９】
　この発明によれば、直交変換ブロックを直交変換サブブロックに分割し、フィールド符
号化か否かを示す情報に基づくフラグが有効であるか否かに基づいて、圧縮データである
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量子化後の変換係数の符号化順を、前記直交変換ブロック単位、前記直交変換サブブロッ
ク単位で切り替えるように構成したので、フィールド信号の特性に応じた効率的な予測処
理及び符号化処理を実現することができ、符号化効率を高めることができる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】この発明の実施の形態１による動画像符号化装置を示す構成図である。
【図２】この発明の実施の形態１による動画像符号化装置の処理内容（動画像符号化方法
）を示すフローチャートである。
【図３】この発明の実施の形態１による動画像復号装置を示す構成図である。
【図４】この発明の実施の形態１による動画像復号装置の処理内容（動画像復号方法）を
示すフローチャートである。
【図５】最大符号化ブロックが階層的に複数の符号化ブロックに分割される例を示す説明
図である。
【図６】（ａ）は分割後の符号化ブロック及び予測ブロックの分布を示し、（ｂ）は階層
分割によって符号化モードｍ（Ｂｎ）が割り当てられる状況を示す説明図である。
【図７】符号化ブロックＢｎ内の各予測ブロックＰｉ

ｎが選択可能なイントラ予測パラメ
ータ（イントラ予測モード）の一例を示す説明図である。
【図８】ｌｉ

ｎ＝ｍｉ
ｎ＝４の場合の予測ブロックＰｉ

ｎ内の画素の予測値を生成する際
に用いる画素の一例を示す説明図である。
【図９】予測ブロックＰｉ

ｎ内の左上画素を原点とする相対座標を示す説明図である。
【図１０】量子化マトリクスの一例を示す説明図である。
【図１１】この発明の実施の形態１による動画像符号化装置のループフィルタ部で複数の
ループフィルタ処理を用いる場合の構成例を示す説明図である。
【図１２】この発明の実施の形態１による動画像復号装置のループフィルタ部で複数のル
ープフィルタ処理を用いる場合の構成例を示す説明図である。
【図１３】符号化ビットストリームの一例を示す説明図である。
【図１４】画素適応オフセット処理のクラス分類手法のインデックスを示す説明図である
。
【図１５】１６×１６画素のサイズの直交変換における変換係数の分布の一例を示す説明
図である。
【図１６】フィールド信号における１６×１６画素のサイズの直交変換における変換係数
の分布の一例を示す説明図である。
【図１７】フィールド信号における１６×１６画素のサイズの直交変換における変換係数
の符号化順を示す説明図である。
【図１８】フィールド信号における１６×１６画素のサイズの直交変換における変換係数
の符号化順を示す説明図である。
【図１９】フィールド信号における１６×１６画素のサイズの直交変換における変換係数
の符号化順を示す説明図である。
【図２０】平均値予測時のフィルタ処理におけるフィルタの切り替え領域を示す説明図で
ある。
【図２１】平均値予測時のフィルタ処理の参照画素配置を示す説明図である。
【図２２】フィールド符号化の際のイントラ予測画像に対するフィルタ処理を示す説明図
である。
【図２３】非特許文献１に開示されている動画像符号化装置を示す構成図である。
【図２４】輝度のブロックサイズが４×４画素の場合のイントラ予測モードを示す説明図
である。
【図２５】プログレッシブ映像信号を示す説明図である。
【図２６】インタレース映像信号を示す説明図である。
【図２７】イントラ予測におけるフィルタ処理を示す説明図である。
【図２８】１６×１６画素のサイズの直交変換における変換係数の符号化順を示す説明図
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である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
実施の形態１．
　図１はこの発明の実施の形態１による動画像符号化装置を示す構成図である。
　図１において、スライス分割部１４は入力画像として映像信号を入力すると、その入力
画像を符号化制御部２により決定されたスライス分割情報にしたがって１以上の“スライ
ス”という部分画像に分割する処理を実施する。スライスの分割単位は、後述する符号化
ブロック単位まで細かくすることができる。なお、スライス分割部１４はスライス分割手
段を構成している。
【００２２】
　ブロック分割部１はスライス分割部１４により分割されたスライスを入力する毎に、そ
のスライスを符号化制御部２により決定された最大サイズの符号化ブロックである最大符
号化ブロックに分割するとともに、符号化制御部２により決定された上限の階層数に至る
まで、その最大符号化ブロックを階層的に各符号化ブロックへ分割する処理を実施する。
　即ち、ブロック分割部１はスライスを符号化制御部２により決定された分割に応じて各
符号化ブロックに分割して、その符号化ブロックを出力する処理を実施する。また、各符
号化ブロックは予測処理単位となる１つないし複数の予測ブロックに分割される。
　なお、ブロック分割部１はブロック分割手段を構成している。
【００２３】
　符号化制御部２は符号化処理が実施される際の処理単位となる符号化ブロックの最大サ
イズを決定するとともに、最大サイズの符号化ブロックが階層的に分割される際の上限の
階層数を決定することで、各々の符号化ブロックのサイズを決定する処理を実施する。
　また、符号化制御部２は選択可能な１以上の符号化モード（予測処理単位を示す予測ブ
ロックのサイズなどが異なる１以上のイントラ符号化モード、予測ブロックのサイズなど
が異なる１以上のインター符号化モード）の中から、ブロック分割部１から出力される符
号化ブロックに適用する符号化モードを選択する処理を実施する。選択手法の例としては
、選択可能な１以上の符号化モードの中から、ブロック分割部１から出力される符号化ブ
ロックに対する符号化効率が最も高い符号化モードを選択する手法がある。
【００２４】
　また、符号化制御部２は符号化効率が最も高い符号化モードがイントラ符号化モードで
ある場合、そのイントラ符号化モードで符号化ブロックに対するイントラ予測処理を実施
する際に用いるイントラ予測パラメータを上記イントラ符号化モードが示す予測処理単位
である予測ブロック毎に決定し、符号化効率が最も高い符号化モードがインター符号化モ
ードである場合、そのインター符号化モードで符号化ブロックに対するインター予測処理
を実施する際に用いるインター予測パラメータを上記インター符号化モードが示す予測処
理単位である予測ブロック毎に決定する処理を実施する。
　さらに、符号化制御部２は変換・量子化部７及び逆量子化・逆変換部８に与える予測差
分符号化パラメータを決定する処理を実施する。予測差分符号化パラメータには、符号化
ブロックにおける直交変換処理単位となる直交変換ブロックの分割情報を示す直交変換ブ
ロック分割情報や、変換係数の量子化を行う際の量子化ステップサイズを規定する量子化
パラメータなどが含まれる。
　なお、符号化制御部２は符号化制御手段を構成している。
【００２５】
　切換スイッチ３は符号化制御部２により決定された符号化モードがイントラ符号化モー
ドであれば、ブロック分割部１から出力された符号化ブロックをイントラ予測部４に出力
し、符号化制御部２により決定された符号化モードがインター符号化モードであれば、ブ
ロック分割部１から出力された符号化ブロックを動き補償予測部５に出力する処理を実施
する。
【００２６】
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　イントラ予測部４は切換スイッチ３から出力された符号化ブロックに対応する符号化モ
ードとして、符号化制御部２によりイントラ符号化モードが選択された場合、その符号化
ブロックの予測処理を行う際の予測処理単位である予測ブロック毎に、イントラ予測用メ
モリ１０に格納されている局所復号画像を参照しながら、符号化制御部２により決定され
たイントラ予測パラメータを用いたイントラ予測処理（フレーム内予測処理）を実施して
イントラ予測画像を生成する処理を実施する。
【００２７】
　動き補償予測部５は切換スイッチ３から出力された符号化ブロックに対応する符号化モ
ードとして、符号化制御部２によりインター符号化モードが選択された場合、符号化ブロ
ックと動き補償予測フレームメモリ１２に格納されている１フレーム以上の局所復号画像
を予測処理単位である予測ブロック単位に比較して動きベクトルを探索し、その動きベク
トルと符号化制御部２により決定された参照するフレーム番号などのインター予測パラメ
ータを用いて、その符号化ブロックに対するインター予測処理（動き補償予測処理）を予
測ブロック単位に実施してインター予測画像を生成する処理を実施する。
　なお、イントラ予測部４、イントラ予測用メモリ１０、動き補償予測部５及び動き補償
予測フレームメモリ１２から予測手段が構成されている。
【００２８】
　減算部６はブロック分割部１より出力された符号化ブロックから、イントラ予測部４に
より生成されたイントラ予測画像、または、動き補償予測部５により生成されたインター
予測画像を減算して、その減算結果である差分画像を示す予測差分信号を変換・量子化部
７に出力する処理を実施する。なお、減算部６は差分画像生成手段を構成している。
　変換・量子化部７は符号化制御部２により決定された予測差分符号化パラメータに含ま
れる直交変換ブロック分割情報を参照して、減算部６から出力された予測差分信号に対す
る直交変換処理（例えば、ＤＣＴ（離散コサイン変換）やＤＳＴ（離散サイン変換）、予
め特定の学習系列に対して基底設計がなされているＫＬ変換等の直交変換処理）を直交変
換ブロック単位に実施して変換係数を算出するとともに、その予測差分符号化パラメータ
に含まれる量子化パラメータを参照して、その直交変換ブロック単位の変換係数を量子化
し、量子化後の変換係数である圧縮データを逆量子化・逆変換部８及び可変長符号化部１
３に出力する処理を実施する。
　なお、変換・量子化部７は画像圧縮手段を構成している。
【００２９】
　変換・量子化部７は変換係数を量子化する際、上記量子化パラメータから算出される量
子化ステップサイズを変換係数毎にスケーリングする量子化マトリクスを用いて、変換係
数の量子化処理を実施するようにしてもよい。
　ここで、図１０は４×４ＤＣＴの量子化マトリクスの一例を示す説明図である。
　図中の数字は、各変換係数の量子化ステップサイズのスケーリング値を示している。
　例えば、符号化ビットレートを抑制するために、図１０に示すように、高域の変換係数
程、量子化ステップサイズを大きな値にスケーリングすることで、複雑な画像領域等で発
生する高域の変換係数を抑制して符号量を抑えつつ、主観品質に大きく影響する低域の係
数の情報を落とさずに符号化することができる。
　このように、変換係数毎の量子化ステップサイズを制御したい場合には量子化マトリク
スを用いればよい。
【００３０】
　また、量子化マトリクスは、各直交変換サイズで色信号や符号化モード（イントラ符号
化かインター符号化か）毎に独立したマトリクスを使用することができ、初期値として予
め動画像符号化装置及び動画像復号装置で共通に用意されている量子化マトリクスや既に
符号化された量子化マトリクスの中から選択するか、新しい量子化マトリクスを用いるか
をそれぞれ選択することができる。
　したがって、変換・量子化部７は、各直交変換サイズに対して色信号や符号化モード毎
に、新しい量子化マトリクスを用いるか否かを示すフラグ情報を符号化すべき量子化マト
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リクスパラメータに設定する。
　さらに、新しい量子化マトリクスを用いる場合には、図１０に示すような量子化マトリ
クスの各スケーリング値を符号化すべき量子化マトリクスパラメータに設定する。一方、
新しい量子化マトリクスを用いない場合には、初期値として予め動画像符号化装置及び動
画像復号装置で共通に用意されている量子化マトリクス、または、既に符号化された量子
化マトリクスの中から、使用するマトリクスを特定するインデックスを符号化すべき量子
化マトリクスパラメータに設定する。ただし、参照可能な既に符号化された量子化マトリ
クスが存在しない場合、予め動画像符号化装置及び動画像復号装置で共通に用意されてい
る量子化マトリクスのみ選択可能となる。
【００３１】
　逆量子化・逆変換部８は符号化制御部２により決定された予測差分符号化パラメータに
含まれる量子化パラメータ及び直交変換ブロック分割情報を参照して、直交変換ブロック
単位に変換・量子化部７から出力された圧縮データを逆量子化するとともに、逆量子化後
の圧縮データである変換係数に対する逆直交変換処理を実施して、減算部６から出力され
た予測差分信号に相当する局所復号予測差分信号を算出する処理を実施する。なお、変換
・量子化部７が量子化マトリクスを用いて、量子化処理を実施している場合には、逆量子
化処理時においても、その量子化マトリクスを参照して、対応する逆量子化処理を実施す
る。
　加算部９は逆量子化・逆変換部８により算出された局所復号予測差分信号と、イントラ
予測部４により生成されたイントラ予測画像、または、動き補償予測部５により生成され
たインター予測画像とを加算して、ブロック分割部１から出力された符号化ブロックに相
当する局所復号画像を算出する処理を実施する。
　なお、逆量子化・逆変換部８及び加算部９から局所復号画像生成手段が構成されている
。
【００３２】
　イントラ予測用メモリ１０は加算部９により算出された局所復号画像を格納する記録媒
体である。
　ループフィルタ部１１は加算部９により算出された局所復号画像に対して、所定のフィ
ルタ処理を実施して、フィルタ処理後の局所復号画像を出力する処理を実施する。
　具体的には、直交変換ブロックの境界や予測ブロックの境界に発生する歪みを低減する
フィルタ（デブロッキングフィルタ）処理、画素単位に適応的にオフセットを加算する（
画素適応オフセット）処理、ウィーナフィルタ等の線形フィルタを適応的に切り替えてフ
ィルタ処理する適応フィルタ処理などを行う。
【００３３】
　ただし、ループフィルタ部１１は、上記のデブロッキングフィルタ処理、画素適応オフ
セット処理及び適応フィルタ処理のそれぞれについて、処理を行うか否かを決定し、各処
理の有効フラグをヘッダ情報として可変長符号化部１３に出力する。なお、上記のフィル
タ処理を複数使用する際は、各フィルタ処理を順番に実施する。図１１は複数のフィルタ
処理を用いる場合のループフィルタ部１１の構成例を示している。
　一般に使用するフィルタ処理の種類が多いほど、画像品質は向上するが、一方で処理負
荷は高くなる。即ち、画像品質と処理負荷はトレードオフの関係にある。また、各フィル
タ処理の画像品質改善効果はフィルタ処理対象画像の特性によって異なる。したがって、
動画像符号化装置が許容する処理負荷や符号化処理対象画像の特性にしたがって使用する
フィルタ処理を決めればよい。
　なお、ループフィルタ部１１はフィルタリング手段を構成している。
【００３４】
　ここで、デブロッキングフィルタ処理では、ブロック境界にかけるフィルタ強度の選択
に用いる各種パラメータを初期値から変更することができる。変更する場合には、そのパ
ラメータをヘッダ情報として可変長符号化部１３に出力する。
　画素適応オフセット処理では、最初に、画像を複数のブロックに分割し、そのブロック
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単位に、オフセット処理を行わない場合もクラス分類手法の一つとして定義して、予め用
意されている複数のクラス分類手法の中から、１つのクラス分類手法を選択する。
　次に、選択したクラス分類手法によって、ブロック内の各画素をクラス分類し、クラス
毎に符号化歪みを補償するオフセット値を算出する。
　最後に、局所復号画像の輝度値に対して、そのオフセット値を加算する処理を行うこと
で局所復号画像の画像品質を改善する。
　したがって、画素適応オフセット処理では、ブロック分割情報、各ブロックのクラス分
類手法を示すインデックス、ブロック単位の各クラスのオフセット値を特定するオフセッ
ト情報をヘッダ情報として可変長符号化部１３に出力する。
【００３５】
　適応フィルタ処理では、局所復号画像を所定の手法でクラス分類し、各クラスに属する
領域（局所復号画像）毎に、重畳されている歪みを補償するフィルタを設計し、そのフィ
ルタを用いて、当該局所復号画像のフィルタ処理を実施する。
　そして、クラス毎に設計したフィルタをヘッダ情報として可変長符号化部１３に出力す
る。
　クラス分類手法としては、画像を空間的に等間隔に区切る簡易な手法や、ブロック単位
に画像の局所的な特性（分散など）に応じて分類する手法がある。
　また、適応フィルタ処理で使用するクラス数は、予め動画像符号化装置及び動画像復号
装置に共通の値として設定してもよいし、符号化すべきパラメータとしてもよい。
　前者と比較して後者の方が、使用するクラス数を自由に設定することができるため、画
像品質改善効果が上がるが、一方でクラス数を符号化するために、その分の符号量が増加
する。
【００３６】
　なお、画素適応オフセット処理及び適応フィルタ処理を行う場合には、映像信号をルー
プフィルタ部１１で参照する必要があるため、映像信号がループフィルタ部１１に入力さ
れるように、図１の動画像符号化装置を変更する必要がある。
【００３７】
　動き補償予測フレームメモリ１２はループフィルタ部１１のフィルタ処理後の局所復号
画像を格納する記録媒体である。
　可変長符号化部１３は変換・量子化部７から出力された圧縮データと、符号化制御部２
の出力信号（最大符号化ブロック内のブロック分割情報、符号化モード、予測差分符号化
パラメータ、イントラ予測パラメータ又はインター予測パラメータ）と、動き補償予測部
５から出力された動きベクトル（符号化モードがインター符号化モードである場合）とを
可変長符号化して符号化データを生成する。
　また、可変長符号化部１３は、図１３に例示するように、符号化ビットストリームのヘ
ッダ情報として、シーケンスレベルヘッダ、ピクチャレベルヘッダを符号化し、ピクチャ
データと共に符号化ビットストリームを生成する。
　なお、可変長符号化部１３は可変長符号化手段を構成している。
【００３８】
　ただし、ピクチャデータは１以上のスライスデータから構成され、各スライスデータは
スライスレベルヘッダと当該スライス内にある上記符号化データをまとめたものである。
　シーケンスレベルヘッダは、画像サイズ、色信号フォーマット、輝度信号や色差信号の
信号値のビット深度、シーケンス単位でのループフィルタ部１１における各フィルタ処理
（適応フィルタ処理、画素適応オフセット処理、デブロッキングフィルタ処理）の有効フ
ラグ情報、量子化マトリクスの有効フラグ情報、フィールド符号化か否かを示すフラグな
ど、一般的にシーケンス単位に共通となるヘッダ情報をまとめたものである。
　ピクチャレベルヘッダは、参照するシーケンスレベルヘッダのインデックスや動き補償
時の参照ピクチャ数、エントロピー符号化の確率テーブル初期化フラグ、量子化マトリク
スパラメータなど、ピクチャ単位で設定するヘッダ情報をまとめたものである。
【００３９】
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　スライスレベルヘッダは、当該スライスがピクチャのどの位置にあるかを示す位置情報
、どのピクチャレベルヘッダを参照するかを示すインデックス、スライスの符号化タイプ
（オールイントラ符号化、インター符号化など）、ループフィルタ部１１における各フィ
ルタ処理（適応フィルタ処理、画素適応オフセット処理、デブロッキングフィルタ処理）
を行うか否かを示すフラグ情報などのスライス単位のパラメータをまとめたものである。
【００４０】
　図１の例では、動画像符号化装置の構成要素であるブロック分割部１、符号化制御部２
、切換スイッチ３、イントラ予測部４、動き補償予測部５、減算部６、変換・量子化部７
、逆量子化・逆変換部８、加算部９、イントラ予測用メモリ１０、ループフィルタ部１１
、動き補償予測フレームメモリ１２及び可変長符号化部１３のそれぞれが専用のハードウ
ェア（例えば、ＣＰＵを実装している半導体集積回路や、ワンチップマイコンなど）で構
成されているものを想定しているが、動画像符号化装置がコンピュータで構成される場合
、ブロック分割部１、符号化制御部２、切換スイッチ３、イントラ予測部４、動き補償予
測部５、減算部６、変換・量子化部７、逆量子化・逆変換部８、加算部９、ループフィル
タ部１１及び可変長符号化部１３の処理内容を記述しているプログラムをコンピュータの
メモリに格納し、当該コンピュータのＣＰＵが当該メモリに格納されているプログラムを
実行するようにしてもよい。
　図２はこの発明の実施の形態１による動画像符号化装置の処理内容（動画像符号化方法
）を示すフローチャートである。
【００４１】
　図３はこの発明の実施の形態１による動画像復号装置を示す構成図である。
　図３において、可変長復号部３１は図１の動画像符号化装置により生成された符号化ビ
ットストリームを入力すると、そのビットストリームからシーケンスレベルヘッダ、ピク
チャレベルヘッダ、スライスレベルヘッダなどの各ヘッダ情報を復号するとともに、その
ビットストリームから、階層的に分割されている各々の符号化ブロックの分割状況を示す
ブロック分割情報を可変長復号する。
　このとき、可変長復号部３１によって可変長復号された量子化マトリクスパラメータか
ら、量子化マトリクスを特定する。具体的には、各直交変換サイズの色信号や符号化モー
ド毎に、量子化マトリクスパラメータが初期値として予め動画像符号化装置及び動画像復
号装置で共通に用意されている量子化マトリクス、または、既に復号された量子化マトリ
クスである（新しい量子化マトリクスでない）ことを示す場合は、上記マトリクスの内の
どの量子化マトリクスであるかを特定するインデックス情報を参照して量子化マトリクス
を特定し、量子化マトリクスパラメータが新しい量子化マトリクスを用いることを示す場
合は、量子化マトリクスパラメータに含まれる量子化マトリクスを使用する量子化マトリ
クスとして特定する。
　また、可変長復号部３１は、各ヘッダ情報を参照して、スライス分割状態を特定すると
ともに、各スライスのスライスデータに含まれる最大復号ブロック（図１の動画像符号化
装置の「最大符号化ブロック」に相当するブロック）を特定し、ブロック分割情報を参照
して、最大復号ブロックを階層的に分割して復号処理を行う単位である復号ブロック（図
１の動画像符号化装置の「符号化ブロック」に相当するブロック）を特定し、各々の復号
ブロックに係る圧縮データ、符号化モード、イントラ予測パラメータ（符号化モードがイ
ントラ符号化モードである場合）、インター予測パラメータ（符号化モードがインター符
号化モードである場合）、予測差分符号化パラメータ及び動きベクトル（符号化モードが
インター符号化モードである場合）を可変長復号する処理を実施する。なお、可変長復号
部３１は可変長復号手段を構成している。
【００４２】
　逆量子化・逆変換部３２は可変長復号部３１により可変長復号された予測差分符号化パ
ラメータに含まれる量子化パラメータ及び直交変換ブロック分割情報を参照して、可変長
復号部３１により可変長復号された圧縮データを直交変換ブロック単位に逆量子化すると
ともに、逆量子化後の圧縮データである変換係数に対する逆直交変換処理を実施して、図
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１の逆量子化・逆変換部８から出力された局所復号予測差分信号と同一の復号予測差分信
号を算出する処理を実施する。なお、逆量子化・逆変換部３２は差分画像生成手段を構成
している。
【００４３】
　ここで、可変長復号部３１により可変長復号された各ヘッダ情報が、当該スライスで量
子化マトリクスを用いて、逆量子化処理を実施することを示している場合、量子化マトリ
クスを用いて逆量子化処理を行う。
　具体的には、各ヘッダ情報から特定される量子化マトリクスを用いて逆量子化処理を行
う。
【００４４】
　切換スイッチ３３は可変長復号部３１により可変長復号された符号化モードがイントラ
符号化モードであれば、可変長復号部３１により可変長復号されたイントラ予測パラメー
タをイントラ予測部３４に出力し、可変長復号部３１により可変長復号された符号化モー
ドがインター符号化モードであれば、可変長復号部３１により可変長復号されたインター
予測パラメータ及び動きベクトルを動き補償部３５に出力する処理を実施する。
【００４５】
　イントラ予測部３４は可変長復号部３１により可変長復号されたブロック分割情報から
特定される復号ブロックに係る符号化モードがイントラ符号化モードである場合、その復
号ブロックの予測処理を行う際の予測処理単位である予測ブロック毎に、イントラ予測用
メモリ３７に格納されている復号画像を参照しながら、切換スイッチ３３から出力された
イントラ予測パラメータを用いたイントラ予測処理（フレーム内予測処理）を実施してイ
ントラ予測画像を生成する処理を実施する。
【００４６】
　動き補償部３５は可変長復号部３１により可変長復号されたブロック分割情報から特定
される復号ブロックに係る符号化モードがインター符号化モードである場合、上記復号ブ
ロックの予測処理を行う際の予測処理単位である予測ブロック毎に、動き補償予測フレー
ムメモリ３９に格納されている復号画像を参照しながら、切換スイッチ３３から出力され
た動きベクトルとインター予測パラメータを用いたインター予測処理（動き補償予測処理
）を実施してインター予測画像を生成する処理を実施する。
　なお、イントラ予測部３４、イントラ予測用メモリ３７、動き補償部３５及び動き補償
予測フレームメモリ３９から予測手段が構成されている。
【００４７】
　加算部３６は逆量子化・逆変換部３２により算出された復号予測差分信号と、イントラ
予測部３４により生成されたイントラ予測画像、または、動き補償部３５により生成され
たインター予測画像とを加算して、図１の加算部９から出力された局所復号画像と同一の
復号画像を算出する処理を実施する。なお、加算部３６は復号画像生成手段を構成してい
る。
【００４８】
　イントラ予測用メモリ３７は加算部３６により算出された復号画像をイントラ予測処理
で用いる参照画像として格納する記録媒体である。
　ループフィルタ部３８は加算部３６により算出された復号画像に対して、所定のフィル
タ処理を実施して、フィルタ処理後の復号画像を出力する処理を実施する。
　具体的には、直交変換ブロックの境界や予測ブロックの境界に発生する歪みを低減する
フィルタ（デブロッキングフィルタ）処理、画素単位に適応的にオフセットを加算する（
画素適応オフセット）処理、ウィーナフィルタ等の線形フィルタを適応的に切り替えてフ
ィルタ処理する適応フィルタ処理などを行う。
　ただし、ループフィルタ部３８は、上記のデブロッキングフィルタ処理、画素適応オフ
セット処理、適応フィルタ処理のそれぞれについて、可変長復号部３１により可変長復号
された各ヘッダ情報を参照して、当該スライスで行うか否かを特定する。
　このとき、２つ以上のフィルタ処理を行う場合において、動画像符号化装置のループフ
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ィルタ部１１が図１１のように構成されていれば、図１２に示すようにループフィルタ部
３８が構成される。
　なお、ループフィルタ部３８はフィルタリング手段を構成している。
【００４９】
　ここで、デブロッキングフィルタ処理では、可変長復号部３１により可変長復号された
ヘッダ情報を参照し、ブロック境界にかけるフィルタ強度の選択に用いる各種パラメータ
を初期値から変更する情報が存在する場合、その変更情報に基づいて、デブロッキングフ
ィルタ処理を実施する。変更情報がない場合は、予め定められた手法に従って行う。
【００５０】
　画素適応オフセット処理では、可変長復号部３１により可変長復号された画素適応オフ
セット処理のブロック分割情報に基づいて復号画像を分割し、そのブロック単位に、可変
長復号部３１により可変長復号されたブロック単位のクラス分類手法を示すインデックス
を参照して、そのインデックスが“オフセット処理を行わない”ことを示すインデックス
でない場合、ブロック単位にブロック内の各画素を上記インデックスが示すクラス分類手
法に従ってクラス分類する。
　なお、クラス分類手法の候補として、ループフィルタ部１１の画素適応オフセット処理
のクラス分類手法の候補と同一のものが予め用意されている。
　そして、ブロック単位の各クラスのオフセット値を特定するオフセット情報を参照して
、復号画像の輝度値にオフセットを加算する処理を行う。
【００５１】
　ただし、動画像符号化装置のループフィルタ部１１の画素適応オフセット処理において
、ブロック分割情報は符号化せずに、常に画像を固定サイズのブロック単位（例えば、最
大符号化ブロック単位）に分割し、そのブロック毎にクラス分類手法を選択して、クラス
毎の適応オフセット処理を行うように構成されている場合、ループフィルタ部３８におい
ても、ループフィルタ部１１と同一の固定サイズのブロック単位に画素適応オフセット処
理を実施する。
【００５２】
　適応フィルタ処理では、可変長復号部３１により可変長復号されたクラス毎のフィルタ
を用いて、図１の動画像符号化装置と同一の手法でクラス分類した後に、そのクラス分類
情報に基づいてフィルタ処理を行う。
　動き補償予測フレームメモリ３９はループフィルタ部３８のフィルタ処理後の復号画像
をインター予測処理（動き補償予測処理）で用いる参照画像として格納する記録媒体であ
る。
【００５３】
　図３の例では、動画像復号装置の構成要素である可変長復号部３１、逆量子化・逆変換
部３２、切換スイッチ３３、イントラ予測部３４、動き補償部３５、加算部３６、イント
ラ予測用メモリ３７、ループフィルタ部３８及び動き補償予測フレームメモリ３９のそれ
ぞれが専用のハードウェア（例えば、ＣＰＵを実装している半導体集積回路や、ワンチッ
プマイコンなど）で構成されているものを想定しているが、動画像復号装置がコンピュー
タで構成される場合、可変長復号部３１、逆量子化・逆変換部３２、切換スイッチ３３、
イントラ予測部３４、動き補償部３５、加算部３６及びループフィルタ部３８の処理内容
を記述しているプログラムをコンピュータのメモリに格納し、当該コンピュータのＣＰＵ
が当該メモリに格納されているプログラムを実行するようにしてもよい。
　図４はこの発明の実施の形態１による動画像復号装置の処理内容（動画像復号方法）を
示すフローチャートである。
【００５４】
　次に動作について説明する。
　この実施の形態１では、映像の各フレーム画像を入力画像として、符号化済みの近傍画
素からのイントラ予測又は近接フレーム間での動き補償予測を実施して、得られた予測差
分信号に対して直交変換・量子化による圧縮処理を施し、その後、可変長符号化を行って
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符号化ビットストリームを生成する動画像符号化装置と、その動画像符号化装置から出力
される符号化ビットストリームを復号する動画像復号装置について説明する。
【００５５】
　図１の動画像符号化装置は、映像信号の空間・時間方向の局所的な変化に適応して、映
像信号を多様なサイズのブロックに分割して、フレーム内・フレーム間適応符号化を行う
ことを特徴としている。
　一般的に、映像信号は、空間・時間的に信号の複雑さが局所的に変化する特性を有して
いる。空間的に見ると、ある映像フレーム上では、例えば、空や壁などのような比較的広
い画像領域中で均一な信号特性を有する絵柄もあれば、人物や細かいテクスチャを含む絵
画など、小さい画像領域内で複雑なテクスチャパターンを有する絵柄も混在することがあ
る。
　時間的に見ても、空や壁は局所的に時間方向の絵柄の変化は小さいが、動く人物や物体
は、その輪郭が時間的に剛体・非剛体の運動をするため、時間的な変化が大きい。
【００５６】
　符号化処理は、時間・空間的な予測によって、信号電力やエントロピーの小さい予測差
分信号を生成して、全体の符号量を削減する処理を行うが、予測に用いるパラメータをで
きるだけ大きな画像信号領域に均一に適用できれば、当該パラメータの符号量を小さくす
ることができる。
　一方、時間的・空間的に変化の大きい画像信号パターンに対して、同一の予測パラメー
タを大きな画像領域に適用すると、予測の誤りが増えてしまうため、予測差分信号の符号
量が増加してしまう。
　したがって、時間的・空間的に変化が大きい領域では、同一の予測パラメータを適用し
て予測処理を行うブロックサイズを小さくして、予測に用いるパラメータのデータ量を増
やし、予測差分信号の電力・エントロピーを低減する方が望ましい。
【００５７】
　この実施の形態１では、このような映像信号の一般的な性質に適応した符号化を行うた
め、最初に所定の最大ブロックサイズから予測処理等を開始し、階層的に映像信号の領域
を分割し、分割した領域毎に予測処理や、その予測差分の符号化処理を適応化させる構成
をとるようにしている。
【００５８】
　図１の動画像符号化装置が処理対象とする映像信号フォーマットは、輝度信号と２つの
色差信号からなるＹＵＶ信号や、ディジタル撮像素子から出力されるＲＧＢ信号等の任意
の色空間のカラー映像信号のほか、モノクロ画像信号や赤外線画像信号など、映像フレー
ムが水平・垂直２次元のディジタルサンプル（画素）列から構成される任意の映像信号と
する。
　ただし、各画素の階調は、８ビットでもよいし、１０ビットや１２ビットなどの階調で
もよい。
【００５９】
　以下の説明では、便宜上、特に断らない限り、入力画像の映像信号はＹＵＶ信号である
とし、かつ、２つの色差成分Ｕ，Ｖが輝度成分Ｙに対して、サブサンプルされた４：２：
０フォーマットの信号を扱う場合について述べる。
　また、色差信号のフォーマットはＹＵＶ信号の４：２：０フォーマット以外でもよく、
ＹＵＶ信号の４：２：２フォーマットや４：４：４フォーマット、あるいはＲＧＢ信号な
どでもよい。
　また、映像信号の各フレームに対応する処理データ単位を「ピクチャ」と称する。
　なお、「ピクチャ」はフレーム単位に符号化する場合はフレーム信号を表し、フィール
ド単位に符号化する場合はフィールド信号を表す。
【００６０】
　最初に、図１の動画像符号化装置の処理内容を説明する。
　まず、符号化制御部２は、符号化対象となるピクチャ（カレントピクチャ）のスライス
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分割状態を決めると共に、ピクチャの符号化に用いる最大符号化ブロックのサイズと、最
大符号化ブロックを階層分割する階層数の上限を決定する（図２のステップＳＴ１）。
　最大符号化ブロックのサイズの決め方としては、例えば、入力画像の映像信号の解像度
に応じて、全てのピクチャに対して同一のサイズを定めてもよいし、入力画像の映像信号
の局所的な動きの複雑さの違いをパラメータとして定量化して、動きの激しいピクチャに
は、小さいサイズを定める一方、動きが少ないピクチャには、大きいサイズを定めるよう
にしてもよい。
【００６１】
　分割階層数の上限の決め方としては、例えば、入力画像の映像信号の解像度に応じて、
全てのピクチャに対して同一の階層数を定める方法や、入力画像の映像信号の動きが激し
い場合には、階層数を深くして、より細かい動きが検出できるように設定し、動きが少な
い場合には、階層数を抑えるように設定する方法などがある。
　なお、上記最大符号化ブロックのサイズと、最大符号化ブロックを階層分割する階層数
の上限はシーケンスレベルヘッダなどに符号化してもよいし、符号化せずに動画像復号装
置側も同一の決定処理を行うようにしてもよい。前者はヘッダ情報の符号量が増加するも
のの、動画像復号装置側で上記決定処理を行わずに済むため、動画像復号装置の処理負荷
を抑えることができる上、動画像符号化装置側で最適な値を探索して送ることができる。
後者は反対に、動画像復号装置側で上記決定処理を行うため、動画像復号装置の処理負荷
が増加するものの、ヘッダ情報の符号量は増加しない。
【００６２】
　また、符号化制御部２は、利用可能な１以上の符号化モードの中から、階層的に分割さ
れる各々の符号化ブロックに対応する符号化モードを選択する（ステップＳＴ２）。
　即ち、符号化制御部２は、最大符号化ブロックサイズの画像領域毎に、先に定めた分割
階層数の上限に至るまで、階層的に符号化ブロックサイズを有する符号化ブロックに分割
して、各々の符号化ブロックに対する符号化モードを決定する。
　符号化モードには、１つないし複数のイントラ符号化モード（総称して「ＩＮＴＲＡ」
と称する）と、１つないし複数のインター符号化モード（総称して、「ＩＮＴＥＲ」と称
する）とがあり、符号化制御部２は、当該ピクチャで利用可能な全ての符号化モード、ま
たは、そのサブセットの中から、各々の符号化ブロックに対応する符号化モードを選択す
る。
【００６３】
　ただし、後述するブロック分割部１により階層的に分割される各々の符号化ブロックは
、さらに予測処理を行う単位である１つないし複数の予測ブロックに分割され、予測ブロ
ックの分割状態も符号化モードの中に情報として含まれる。即ち、符号化モードは、どの
ような予測ブロック分割を持つイントラまたはインター符号化モードかを識別するインデ
ックスである。
　符号化制御部２による符号化モードの選択方法は、公知の技術であるため詳細な説明を
省略するが、例えば、利用可能な任意の符号化モードを用いて、符号化ブロックに対する
符号化処理を実施して符号化効率を検証し、利用可能な複数の符号化モードの中で、最も
符号化効率がよい符号化モードを選択する方法などがある。
【００６４】
　また、符号化制御部２は、各々の符号化ブロック毎に、差分画像が圧縮される際に用い
られる量子化パラメータ及び直交変換ブロック分割状態を決定するとともに、予測処理が
実施される際に用いられる予測パラメータ（イントラ予測パラメータ又はインター予測パ
ラメータ）を決定する。
　ただし、符号化ブロックがさらに予測処理を行う予測ブロック単位に分割される場合は
、予測ブロック毎に予測パラメータ（イントラ予測パラメータ又はインター予測パラメー
タ）を選択することができる。
　さらに、符号化モードがイントラ符号化モードである符号化ブロックにおいては、詳細
は後述するが、イントラ予測処理を行う際に予測ブロックに隣接する符号化済みの画素を
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用いることから、予測ブロック単位に符号化を行う必要があるため、選択可能な変換ブロ
ックサイズは予測ブロックのサイズ以下に制限される。
【００６５】
　符号化制御部２は、量子化パラメータ及び変換ブロックサイズを含む予測差分符号化パ
ラメータを変換・量子化部７、逆量子化・逆変換部８及び可変長符号化部１３に出力する
。
　また、符号化制御部２は、イントラ予測パラメータを必要に応じてイントラ予測部４に
出力する。
　また、符号化制御部２は、インター予測パラメータを必要に応じて動き補償予測部５に
出力する。
【００６６】
　スライス分割部１４は、入力画像として映像信号を入力すると、その入力画像を符号化
制御部２により決定されたスライス分割情報にしたがって１以上の部分画像であるスライ
スに分割する。
　ブロック分割部１は、スライス分割部１４から各スライスを入力する毎に、そのスライ
スを符号化制御部２により決定された最大符号化ブロックサイズに分割し、さらに、分割
した最大符号化ブロックを符号化制御部２により決定された符号化ブロックへ階層的に分
割して、その符号化ブロックを出力する。
【００６７】
　ここで、図５は最大符号化ブロックが階層的に複数の符号化ブロックに分割される例を
示す説明図である。
　図５において、最大符号化ブロックは、「第０階層」と記されている輝度成分が（Ｌ０

，Ｍ０）のサイズを有する符号化ブロックである。
　最大符号化ブロックを出発点として、４分木構造で別途定める所定の深さまで、階層的
に分割を行うことによって符号化ブロックを得るようにしている。
　深さｎにおいては、符号化ブロックはサイズ（Ｌｎ，Ｍｎ）の画像領域である。
　ただし、ＬｎとＭｎは、同じであってもよいし、異なっていてもよいが、図５では、Ｌ
ｎ＝Ｍｎのケースを示している。
【００６８】
　以降、符号化制御部２により決定される符号化ブロックサイズは、符号化ブロックの輝
度成分におけるサイズ（Ｌｎ，Ｍｎ）と定義する。
　４分木分割を行うため、常に、（Ｌｎ＋１，Ｍｎ＋１）＝（Ｌｎ／２，Ｍｎ／２）が成
立する。
　なお、ＲＧＢ信号など、全ての色成分が同一サンプル数を有するカラー映像信号（４：
４：４フォーマット）では、全ての色成分のサイズが（Ｌｎ，Ｍｎ）になるが、４：２：
０フォーマットを扱う場合、対応する色差成分の符号化ブロックサイズは（Ｌｎ／２，Ｍ
ｎ／２）になる。
【００６９】
　以降、第ｎ階層の符号化ブロックをＢｎで表し、符号化ブロックＢｎで選択可能な符号
化モードをｍ（Ｂｎ）で表すものとする。
　複数の色成分からなるカラー映像信号の場合、符号化モードｍ（Ｂｎ）は、色成分毎に
、それぞれ個別のモードを用いるように構成されてもよいし、全ての色成分に対し共通の
モードを用いるように構成されてもよい。以降、特に断らない限り、ＹＵＶ信号、４：２
：０フォーマットの符号化ブロックの輝度成分に対する符号化モードを指すものとして説
明を行う。
【００７０】
　符号化ブロックＢｎは、図５に示すように、ブロック分割部１によって、予測処理単位
を表す１つないし複数の予測ブロックに分割される。
　以降、符号化ブロックＢｎに属する予測ブロックをＰｉ

ｎ（ｉは、第ｎ階層における予
測ブロック番号）と表記する。図５にはＰ０

０とＰ１
０の例を示している。
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　符号化ブロックＢｎ内の予測ブロックの分割が、どのようになされているかは、符号化
モードｍ（Ｂｎ）の中に情報として含まれる。
　予測ブロックＰｉ

ｎは、全て符号化モードｍ（Ｂｎ）に従って予測処理が行われるが、
予測ブロックＰｉ

ｎ毎に、個別の予測パラメータ（イントラ予測パラメータ又はインター
予測パラメータ）を選択することができる。
【００７１】
　符号化制御部２は、最大符号化ブロックに対して、例えば、図６に示すようなブロック
分割状態を生成して、符号化ブロックを特定する。
　図６（ａ）の点線で囲まれた矩形が各符号化ブロックを表し、各符号化ブロック内にあ
る斜線で塗られたブロックが各予測ブロックの分割状態を表している。
　図６（ｂ）は、図６（ａ）の例について、階層分割によって符号化モードｍ（Ｂｎ）が
割り当てられる状況を４分木グラフで示したものである。図６（ｂ）の□で囲まれている
ノードは、符号化モードｍ（Ｂｎ）が割り当てられたノード（符号化ブロック）である。
　この４分木グラフの情報は符号化モードｍ（Ｂｎ）と共に符号化制御部２から可変長符
号化部１３に出力されて、ビットストリームに多重化される。
【００７２】
　切換スイッチ３は、符号化制御部２により決定された符号化モードｍ（Ｂｎ）がイント
ラ符号化モードである場合（ｍ（Ｂｎ）∈ＩＮＴＲＡの場合）、ブロック分割部１から出
力された符号化ブロックＢｎをイントラ予測部４に出力する。
　一方、符号化制御部２により決定された符号化モードｍ（Ｂｎ）がインター符号化モー
ドである場合（ｍ（Ｂｎ）∈ＩＮＴＥＲの場合）、ブロック分割部１から出力された符号
化ブロックＢｎを動き補償予測部５に出力する。
【００７３】
　イントラ予測部４は、符号化制御部２により決定された符号化モードｍ（Ｂｎ）がイン
トラ符号化モードであり（ｍ（Ｂｎ）∈ＩＮＴＲＡの場合）、切換スイッチ３から符号化
ブロックＢｎを受けると（ステップＳＴ３）、イントラ予測用メモリ１０に格納されてい
る局所復号画像を参照しながら、符号化制御部２により決定されたイントラ予測パラメー
タを用いて、その符号化ブロックＢｎ内の各予測ブロックＰｉ

ｎに対するイントラ予測処
理を実施して、イントラ予測画像ＰＩＮＴＲＡｉ

ｎを生成する（ステップＳＴ４）。
　なお、動画像復号装置がイントラ予測画像ＰＩＮＴＲＡｉ

ｎと全く同じイントラ予測画
像を生成する必要があるため、イントラ予測画像ＰＩＮＴＲＡｉ

ｎの生成に用いられたイ
ントラ予測パラメータは、符号化制御部２から可変長符号化部１３に出力されて、ビット
ストリームに多重化される。
　イントラ予測部４の処理内容の詳細は後述する。
【００７４】
　動き補償予測部５は、符号化制御部２により決定された符号化モードｍ（Ｂｎ）がイン
ター符号化モードであり（ｍ（Ｂｎ）∈ＩＮＴＥＲの場合）、切換スイッチ３から符号化
ブロックＢｎを受けると（ステップＳＴ３）、その符号化ブロックＢｎ内の各予測ブロッ
クＰｉ

ｎと動き補償予測フレームメモリ１２に格納されているフィルタ処理後の局所復号
画像を比較して動きベクトルを探索し、その動きベクトルと符号化制御部２により決定さ
れたインター予測パラメータを用いて、その符号化ブロックＢｎ内の各予測ブロックＰｉ
ｎに対するインター予測処理を実施して、インター予測画像ＰＩＮＴＥＲｉ

ｎを生成する
（ステップＳＴ５）。
　なお、動画像復号装置がインター予測画像ＰＩＮＴＥＲｉ

ｎと全く同じインター予測画
像を生成する必要があるため、インター予測画像ＰＩＮＴＥＲｉ

ｎの生成に用いられたイ
ンター予測パラメータは、符号化制御部２から可変長符号化部１３に出力されて、ビット
ストリームに多重化される。
　また、動き補償予測部５により探索された動きベクトルも可変長符号化部１３に出力さ
れて、ビットストリームに多重化される。
【００７５】
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　減算部６は、ブロック分割部１から符号化ブロックＢｎを受けると、その符号化ブロッ
クＢｎ内の予測ブロックＰｉ

ｎから、イントラ予測部４により生成されたイントラ予測画
像ＰＩＮＴＲＡｉ

ｎ、または、動き補償予測部５により生成されたインター予測画像ＰＩ

ＮＴＥＲｉ
ｎのいずれか一方を減算して、その減算結果である差分画像を示す予測差分信

号ｅｉ
ｎを変換・量子化部７に出力する（ステップＳＴ６）。

【００７６】
　変換・量子化部７は、減算部６から予測差分信号ｅｉ

ｎを受けると、符号化制御部２に
より決定された予測差分符号化パラメータに含まれる直交変換ブロック分割情報を参照し
て、その予測差分信号ｅｉ

ｎに対する直交変換処理（例えば、ＤＣＴ（離散コサイン変換
）やＤＳＴ（離散サイン変換）、予め特定の学習系列に対して基底設計がなされているＫ
Ｌ変換等の直交変換処理）を直交変換ブロック単位に実施して、変換係数を算出する。
　また、変換・量子化部７は、その予測差分符号化パラメータに含まれる量子化パラメー
タを参照して、その直交変換ブロック単位の変換係数を量子化し、量子化後の変換係数で
ある圧縮データを逆量子化・逆変換部８及び可変長符号化部１３に出力する（ステップＳ
Ｔ７）。このとき、上記量子化パラメータから算出される量子化ステップサイズを変換係
数毎にスケーリングする量子化マトリクスを用いて量子化処理を実施するようにしてもよ
い。
【００７７】
　量子化マトリクスは、各直交変換サイズで色信号や符号化モード（イントラ符号化かイ
ンター符号化か）毎に独立しているマトリクスを使用することができ、初期値として予め
動画像符号化装置及び動画像復号装置で共通に用意されている量子化マトリクスや既に符
号化された量子化マトリクスの中から選択するか、新しい量子化マトリクスを用いるかを
それぞれ選択することができる。
　したがって、変換・量子化部７は、各直交変換サイズに対して色信号や符号化モード毎
に、新しい量子化マトリクスを用いるか否かを示すフラグ情報を符号化すべき量子化マト
リクスパラメータに設定する。
　さらに、新しい量子化マトリクスを用いる場合には、図１０に示すような量子化マトリ
クスの各スケーリング値を符号化すべき量子化マトリクスパラメータに設定する。一方、
新しい量子化マトリクスを用いない場合には、初期値として予め動画像符号化装置及び動
画像復号装置で共通に用意されている量子化マトリクス、または、既に符号化された量子
化マトリクスの中から、使用するマトリクスを特定するインデックスを符号化すべき量子
化マトリクスパラメータに設定する。ただし、参照可能な既に符号化された量子化マトリ
クスが存在しない場合、予め動画像符号化装置及び動画像復号装置で共通に用意されてい
る量子化マトリクスのみ選択可能となる。
　そして、変換・量子化部７は、設定した量子化マトリクスパラメータを可変長符号化部
１３に出力する。
【００７８】
　逆量子化・逆変換部８は、変換・量子化部７から圧縮データを受けると、符号化制御部
２により決定された予測差分符号化パラメータに含まれる量子化パラメータ及び直交変換
ブロック分割情報を参照して、直交変換ブロック単位にその圧縮データを逆量子化する。
　変換・量子化部７が量子化処理に量子化マトリクスを用いている場合には、逆量子化処
理時においても、その量子化マトリクスを参照して、対応した逆量子化処理を実施する。
　また、逆量子化・逆変換部８は、直交変換ブロック単位に逆量子化後の圧縮データであ
る変換係数に対する逆直交変換処理（例えば、逆ＤＣＴ、逆ＤＳＴ、逆ＫＬ変換など）を
実施して、減算部６から出力された予測差分信号ｅｉ

ｎに相当する局所復号予測差分信号
を算出して加算部９に出力する（ステップＳＴ８）。
【００７９】
　加算部９は、逆量子化・逆変換部８から局所復号予測差分信号を受けると、その局所復
号予測差分信号と、イントラ予測部４により生成されたイントラ予測画像ＰＩＮＴＲＡｉ
ｎ、または、動き補償予測部５により生成されたインター予測画像ＰＩＮＴＥＲｉ

ｎのい
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ずれか一方を加算することで、局所復号画像を算出する（ステップＳＴ９）。
　なお、加算部９は、その局所復号画像をループフィルタ部１１に出力するとともに、そ
の局所復号画像をイントラ予測用メモリ１０に格納する。
　この局所復号画像が、以降のイントラ予測処理の際に用いられる符号化済みの画像信号
になる。
【００８０】
　ループフィルタ部１１は、加算部９から局所復号画像を受けると、その局所復号画像に
対して、所定のフィルタ処理を実施して、フィルタ処理後の局所復号画像を動き補償予測
フレームメモリ１２に格納する（ステップＳＴ１０）。
　具体的には、直交変換ブロックの境界や予測ブロックの境界に発生する歪みを低減する
フィルタ（デブロッキングフィルタ）処理、画素単位に適応的にオフセットを加算する（
画素適応オフセット）処理、ウィーナフィルタ等の線形フィルタを適応的に切り替えてフ
ィルタ処理する適応フィルタ処理などを行う。
【００８１】
　ただし、ループフィルタ部１１は、上記のデブロッキングフィルタ処理、画素適応オフ
セット処理、適応フィルタ処理のそれぞれについて、処理を行うか否かを決定し、各処理
の有効フラグをシーケンスレベルヘッダの一部及びスライスレベルヘッダの一部として可
変長符号化部１３に出力する。なお、上記のフィルタ処理を複数使用する際は、各フィル
タ処理を順番に実施する。図１１は複数のフィルタ処理を用いる場合のループフィルタ部
１１の構成例を示している。
　一般に使用するフィルタ処理の種類が多いほど、画像品質は向上するが、一方で処理負
荷は高くなる。即ち、画像品質と処理負荷はトレードオフの関係にある。また、各フィル
タ処理の画像品質改善効果はフィルタ処理対象画像の特性によって異なる。したがって、
動画像符号化装置が許容する処理負荷や符号化処理対象画像の特性にしたがって使用する
フィルタ処理を決めればよい。
【００８２】
　ここで、デブロッキングフィルタ処理では、ブロック境界にかけるフィルタ強度の選択
に用いる各種パラメータを初期値から変更することができる。変更する場合には、そのパ
ラメータをヘッダ情報として可変長符号化部１３に出力する。
【００８３】
　画素適応オフセット処理では、最初に、画像を複数のブロックに分割し、そのブロック
単位に、オフセット処理を行わない場合もクラス分類手法の一つとして定義して、予め用
意している複数のクラス分類手法の中から、１つのクラス分類手法を選択する。
　次に、選択したクラス分類手法によってブロック内の各画素をクラス分類し、クラス毎
に符号化歪みを補償するオフセット値を算出する。
　最後に、局所復号画像の輝度値に対して、そのオフセット値を加算する処理を行うこと
で局所復号画像の画像品質を改善する。
【００８４】
　クラス分類手法としては、局所復号画像の輝度値の大きさで分類する手法（ＢＯ手法と
呼ぶ）や、エッジの方向毎に各画素の周囲の状況（エッジ部か否か等）に応じて分類する
手法（ＥＯ手法と呼ぶ）がある。
　これらの手法は、予め動画像符号化装置及び動画像復号装置で共通に用意されており、
例えば図１４に示すように、オフセット処理を行わない場合もクラス分類手法の一つとし
て定義して、これらの手法のうち、どの手法でクラス分類を行うかを示すインデックスを
上記ブロック単位に選択する。
【００８５】
　したがって、画素適応オフセット処理は、ブロックの分割情報、ブロック単位のクラス
分類手法を示すインデックス、ブロック単位のオフセット情報をヘッダ情報として可変長
符号化部１３に出力する。
【００８６】
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　また、適応フィルタ処理では、局所復号画像を所定の手法でクラス分類し、各クラスに
属する領域（局所復号画像）毎に、重畳されている歪みを補償するフィルタを設計し、そ
のフィルタを用いて、当該局所復号画像のフィルタ処理を実施する。
　そして、クラス毎に設計したフィルタをヘッダ情報として可変長符号化部１３に出力す
る。
　ここで、クラス分類手法としては、画像を空間的に等間隔に区切る簡易な手法や、ブロ
ック単位に画像の局所的な特性（分散など）に応じて分類する手法がある。また、適応フ
ィルタ処理で使用するクラス数は、予め動画像符号化装置及び動画像復号装置で共通の値
に設定してもよいし、符号化すべきパラメータの一つとしてもよい。
　前者と比較して後者の方が、使用するクラス数を自由に設定することができるため、画
像品質改善効果が上がるが、一方でクラス数を符号化するために、その分の符号量が増加
する。
【００８７】
　ステップＳＴ３～ＳＴ９の処理は、階層的に分割された全ての符号化ブロックＢｎに対
する処理が完了するまで繰り返し実施され、全ての符号化ブロックＢｎに対する処理が完
了すると、ステップＳＴ１３の処理に移行する（ステップＳＴ１１，ＳＴ１２）。
【００８８】
　可変長符号化部１３は、変換・量子化部７から出力された圧縮データと、符号化制御部
２から出力された最大符号化ブロック内のブロック分割情報（図６（ｂ）を例とする４分
木情報）、符号化モードｍ（Ｂｎ）及び予測差分符号化パラメータと、符号化制御部２か
ら出力されたイントラ予測パラメータ（符号化モードがイントラ符号化モードである場合
）又はインター予測パラメータ（符号化モードがインター符号化モードである場合）と、
動き補償予測部５から出力された動きベクトル（符号化モードがインター符号化モードで
ある場合）とを可変長符号化して、それらの符号化結果を示す符号化データを生成する（
ステップＳＴ１３）。
　その際、量子化された直交変換係数である圧縮データの符号化手法として直交変換ブロ
ックをさらにＣｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ Ｇｒｏｕｐ（ＣＧ）と呼ばれる４×４画素単位の
ブロック（符号化サブブロック）に分割してＣＧ単位に係数の符号化処理を実施する。図
２８に１６×１６画素の直交変換ブロックにおける係数の符号化順（スキャン順）を示す
。非引用文献２では、このように４×４画素単位の１６個のＣＧを右下のＣＧから順に符
号化処理し、さらに各ＣＧはＣＧ内の１６個の係数を右下の係数から順に符号化する。具
体的には、まずＣＧ内の１６個の係数の中に有意（非零）係数が存在するか否かのフラグ
情報を符号化し、次にＣＧ内に有意（非零）係数が存在する場合のみＣＧ内の各係数が有
意（非零）係数であるかを上記順に符号化し、最後に有意（非零）係数に対してその係数
値情報を順に符号化する。これをＣＧ単位に上記順に行う。その際、有意（非零）係数が
なるべく連続で発生するように偏るスキャン順とした方がエントロピー符号化による符号
化効率を高めることができる。直交変換後の係数は左上に位置する直流成分をはじめとし
て左上に近い程低い周波数成分の低い係数を表すことから、図１５に示す例のようにプロ
グレッシブ映像では一般的に左上に近いほど有意（非零）係数が多く発生するために図２
８に示すように右下から順に符号化することで効率的に符号化できる。一方、シーケンス
レベルヘッダのフィールド符号化か否かを示すフラグが有効である場合、すなわち入力信
号をフィールド単位に符号化する場合は垂直方向の空間的相関が低下するために垂直方向
の予測効率が低下し、予測差分信号ｅｉ

ｎを直交変換した結果である変換係数についても
垂直方向の周波数成分が多く発生するようになり図１６に示す例のように有意（非零）係
数発生分布がプログレッシブ映像よりも直交変換ブロックの左側に偏った形となる傾向が
ある。したがって、図２８に示す符号化順では効率的に符号化できなくなってしまうため
、例えば、図１７に示す符号化順に切り替えるようにする。このようにすることで、有意
（非零）係数の符号化を符号化順の後ろの方で連続して処理するようになり、エントロピ
ー符号化による符号化効率を高めることができる。
　なお、上記では１６×１６画素の直交変換ブロックについて説明したが、３２×３２画
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素の直交変換ブロック等、１６×１６画素以外のブロックサイズにおいてもＣＧ（符号化
サブブロック）単位の符号化処理を実施するものとし、その符号化順は１６×１６画素の
直交変換ブロックと同様にシーケンスレベルヘッダのフィールド符号化か否かを示すフラ
グが有効かどうかによって切り替えるようにする。
【００８９】
　上記ではシーケンスレベルヘッダのフィールド符号化か否かを示すフラグが有効である
場合、図１７に示す符号化順（符号化ブロック単位（１６×１６画素の符号化ブロック内
の符号化順）、符号化サブブロック単位（４×４画素のＣＧ内の符号化順））に切り替え
るようにしたが、図１８に示すようにＣＧの形状を４×４画素ブロックから８×２画素ブ
ロックに変更するようにしてもよい。このようにすることでも、有意（非零）係数の符号
化を符号化順で後ろの方のＣＧで連続して処理するようになり、エントロピー符号化によ
る符号化効率を高めることができる。つまり、シーケンスレベルヘッダのフィールド符号
化か否かを示すフラグが無効である場合は、図２８のような符号化順であるため、図１７
の場合は符号化ブロック単位、符号化サブブロック単位で符号化順を切り替えるため、符
号化効率を高めることができ、更に図１８の場合は符号化ブロック単位、符号化サブブロ
ック単位で符号化順を切り替えることに加えて、符号化サブブロックの形状も変更するよ
うにしたため、更に符号化効率を高めることができる。なお、上記では、符号化順を符号
化ブロック単位および符号化サブブロック単位の両方で切り替える場合について説明した
が、符号化ブロック単位あるいは符号化サブブロック単位のいずれかのみを切り替えるよ
うにしてもよい。
　または、シーケンスレベルヘッダのフィールド符号化か否かを示すフラグが有効である
場合、図１９に示す符号化順とするようにしてもよい。このように、ＣＧの形状だけでな
くＣＧ内のスキャン順もブロックの右側の係数を優先して符号化するように変更すること
で、より有意（非零）係数の符号化を符号化順の後ろの方で連続して処理できるようにな
り、一層エントロピー符号化による符号化効率を高めることができる。
【００９０】
　なお、シーケンスレベルヘッダのフィールド符号化か否かを示すフラグをピクチャレベ
ルヘッダに用意して、量子化された直交変換係数である圧縮データの符号化時の係数の符
号化順をピクチャ単位に適応的に切り替えるようにしてもよい。そのようにすることで、
ピクチャ単位適応的な制御が実現でき、符号化効率を高めることができる。なお、ピクチ
ャ単位にフレーム符号化とフィールド符号化を適応的に切り替える符号化を実現する場合
には、上記フラグはピクチャレベルヘッダに用意する必要がある。
　また、本実施の形態１では、シーケンスレベルヘッダあるいはピクチャレベルヘッダの
フィールド符号化か否かを示すフラグに基づいて符号化順や形状等を切り替える場合につ
いて説明したが、シーケンスレベルヘッダあるいはピクチャレベルヘッダのフィールド符
号化か否かを示すフラグとは別に本切り替え処理を行うか否かを示すフラグを定義し、こ
の切り替え処理を行うか否かを示すフラグに基づいて符号化順やＣＧの形状やＣＧ内のス
キャン順等を切り替えるようにしてもよい。
　また、符号化順やＣＧの形状やＣＧ内のスキャン順の例として図１７、図１８、図１９
を例示したが、有意（非零）係数の符号化を符号化順で後ろの方で連続して処理できれば
、これに限られず、図１７、図１８、図１９以外の符号化順やＣＧの形状やＣＧ内のスキ
ャン順であってもよく、ＣＧの形状とＣＧ内のスキャン順の組み合わせも図１７、図１８
、図１９に限られない。例えば、ＣＧが１×２、１×４、１×８、１×１６、２×２、２
×４、４×８画素等であっても良い。
　また、本実施の形態１では、フィールド符号化の場合、図１７、図１８、図１９のいず
れか１つ（選択不可）である場合について説明したが、複数の候補（図１７、図１８、図
１９その他）の中から１つを選択するようにしてもよい。その場合、複数候補のうちどれ
を選択したかの示すフラグを上記ヘッダに用意する。このフラグは、フィールド符号化か
否かを示すフラグや、本切り替え処理を行うか否かを示すフラグと共用してもよい。
【００９１】
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　また、可変長符号化部１３は、図１３に例示するように、符号化ビットストリームのヘ
ッダ情報として、シーケンスレベルヘッダ、ピクチャレベルヘッダを符号化し、ピクチャ
データと共に符号化ビットストリームを生成する。
　ただし、ピクチャデータは１以上のスライスデータから構成され、各スライスデータは
スライスレベルヘッダと当該スライス内にある上記符号化データをまとめたものである。
【００９２】
　シーケンスレベルヘッダは、画像サイズ、色信号フォーマット、輝度信号や色差信号の
信号値のビット深度、シーケンス単位でのループフィルタ部１１における各フィルタ処理
（適応フィルタ処理、画素適応オフセット処理、デブロッキングフィルタ処理）の有効フ
ラグ情報、量子化マトリクスの有効フラグ情報、フィールド符号化か否かを示すフラグな
ど、一般的にシーケンス単位に共通となるヘッダ情報をまとめたものである。
　ピクチャレベルヘッダは、参照するシーケンスレベルヘッダのインデックスや動き補償
時の参照ピクチャ数、エントロピー符号化の確率テーブル初期化フラグ等のピクチャ単位
で設定するヘッダ情報をまとめたものである。
　スライスレベルヘッダは、当該スライスがピクチャのどの位置にあるかを示す位置情報
、どのピクチャレベルヘッダを参照するかを示すインデックス、スライスの符号化タイプ
（オールイントラ符号化、インター符号化など）、ループフィルタ部１１における各フィ
ルタ処理（適応フィルタ処理、画素適応オフセット処理、デブロッキングフィルタ処理）
を行うか否かを示すフラグ情報などといったスライス単位のパラメータをまとめたもので
ある。
【００９３】
　次に、イントラ予測部４の処理内容を詳細に説明する。
　図７は符号化ブロックＢｎ内の各予測ブロックＰｉ

ｎが選択可能なイントラ予測パラメ
ータであるイントラ予測モードの一例を示す説明図である。ただし、ＮＩはイントラ予測
モード数を表している。
　図７では、イントラ予測モードのインデックス値と、そのイントラ予測モードが示す予
測方向ベクトルを示しており、図７の例では、選択可能なイントラ予測モードの個数が増
えるに従って、予測方向ベクトル同士の相対角度が小さくなるように設計されている。
【００９４】
　イントラ予測部４は、上述したように、予測ブロックＰｉ

ｎのイントラ予測パラメータ
を参照して、その予測ブロックＰｉ

ｎに対するイントラ予測処理を実施して、イントラ予
測画像ＰＩＮＴＲＡｉ

ｎを生成するが、ここでは、輝度信号における予測ブロックＰｉ
ｎ

のイントラ予測信号を生成するイントラ処理について説明する。
【００９５】
　予測ブロックＰｉ

ｎのサイズをｌｉ
ｎ×ｍｉ

ｎ画素とする。
　図８はｌｉ

ｎ＝ｍｉ
ｎ＝４の場合の予測ブロックＰｉ

ｎ内の画素の予測値を生成する際
に用いる画素の一例を示す説明図である。
　図８では、予測ブロックＰｉ

ｎの上の符号化済みの画素（２×ｌｉ
ｎ＋１）個と、左の

符号化済みの画素（２×ｍｉ
ｎ）個を予測に用いる画素としているが、予測に用いる画素

は、図８に示す画素より多くても少なくてもよい。
　また、図８では、予測ブロックＰｉ

ｎの近傍の１行又は１列分の画素を予測に用いてい
るが、２行又は２列、あるいは、それ以上の画素を予測に用いてもよい。
【００９６】
　予測ブロックＰｉ

ｎに対するイントラ予測モードのインデックス値が０（平面（Ｐｌａ
ｎａｒ）予測）の場合には、予測ブロックＰｉ

ｎの上に隣接する符号化済み画素と予測ブ
ロックＰｉ

ｎの左に隣接する符号化済み画素を用いて、これら画素と予測ブロックＰｉ
ｎ

内の予測対象画素との距離に応じて内挿した値を予測値として予測画像を生成する。
【００９７】
　予測ブロックＰｉ

ｎに対するイントラ予測モードのインデックス値が２（平均値（ＤＣ
）予測）の場合には、予測ブロックＰｉ

ｎの上に隣接する符号化済み画素と予測ブロック
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Ｐｉ
ｎの左に隣接する符号化済み画素の平均値を予測ブロックＰｉ

ｎ内の画素の予測値と
して予測画像を生成する。
さらに、予測ブロックＰｉ

ｎの上端及び左端に位置する図２０の領域Ａ、Ｂ、Ｃに対して
ブロック境界を平滑化するフィルタ処理を行って最終的な予測画像とする。例えば、図２
１のフィルタの参照画素配置で下記のフィルタ係数を用いてフィルタ処理を実施する。
・領域Ａ（パーティションＰｉ

ｎの左上の画素）
　　　ａ０＝１／２，ａ１＝１／４，ａ２＝１／４
・領域Ｂ（領域Ａ以外のパーティションＰｉ

ｎの上端の画素）
　　　ａ０＝３／４，ａ２＝１／４，（ａ１＝０）
・領域Ｃ（領域Ａ以外のパーティションＰｉ

ｎの左端の画素）
　　　ａ０＝３／４，ａ１＝１／４，（ａ２＝０）
　ただし、シーケンスレベルヘッダのフィールド符号化か否かを示すフラグが有効である
場合、図２２に示すとおり予測ブロックの上端にフィルタ処理を実施しないようにする。
フィールド符号化の場合、垂直方向の画素間の相関が低いことから図２７の水平方向予測
におけるフィルタ処理によって予測効率が悪化してしまう可能性がある。したがって、領
域Ａ、Ｃのみフィルタ処理を行い、領域Ｂはフィルタ処理を行わないようにすることで予
測効率の低下を抑制しつつ演算量を削減することができる。
【００９８】
ただし、上記ではシーケンスレベルヘッダのフィールド符号化か否かを示すフラグが有効
である場合、領域Ａ、Ｃのみフィルタ処理を行うようにしたが、領域Ａも領域Ｃと同じフ
ィルタ処理してもよい。このように、画素間の相関が低い垂直方向の画素を用いないよう
にすることでさらに予測効率悪化の可能性を下げつつ、フィルタ処理に要する演算量を削
減することができる。あるいはより演算量を削減することを重視する場合は、領域Ａもフ
ィルタ処理を行わないようにし、領域Ｃのみフィルタ処理をおこなうようにしてもよい。
【００９９】
予測ブロックＰｉ

ｎに対するイントラ予測モードのインデックス値が２６（垂直方向予測
）の場合、下記の式（１）から予測ブロックＰｉ

ｎ内の画素の予測値を算出して予測画像
を生成する。

　ただし、座標（ｘ，ｙ）は予測ブロックＰｉ
ｎ内の左上画素を原点とする相対座標（図

９を参照）であり、Ｓ’（ｘ，ｙ）は座標（ｘ，ｙ）における予測値、Ｓ（ｘ，ｙ）は座
標（ｘ，ｙ）における符号化済み画素の輝度値（復号された輝度値）である。また、算出
した予測値が輝度値の取り得る値の範囲を超えている場合、予測値がその範囲内に収まる
ように値を丸めるようにする。
　なお、式（１）は図２７の垂直方向予測におけるフィルタ処理を示しており、具体的に
は、式（１）の１行目の式はＭＰＥＧ－４　ＡＶＣ／Ｈ．２６４における垂直方向予測の
予測値であるＳ（ｘ，－１）に対し、隣接する符号化済み画素の垂直方向の輝度値の変化
量を１／２にした値を加算することでブロック境界が平滑化されるようにフィルタ処理す
ることを意味しており、式（１）の２行目の式はＭＰＥＧ－４　ＡＶＣ／Ｈ．２６４にお
ける垂直方向予測と同じ予測式を示している。
【０１００】
予測ブロックＰｉ

ｎに対するイントラ予測モードのインデックス値が１０（水平方向予測
）の場合、下記の式（２）から予測ブロックＰｉ

ｎ内の画素の予測値を算出して予測画像
を生成する。
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　ただし、座標（ｘ，ｙ）は予測ブロックＰｉ
ｎ内の左上画素を原点とする相対座標（図

９を参照）であり、Ｓ’（ｘ，ｙ）は座標（ｘ，ｙ）における予測値、Ｓ（ｘ，ｙ）は座
標（ｘ，ｙ）における符号化済み画素の輝度値（復号された輝度値）である。また、算出
した予測値が輝度値の取り得る値の範囲を超えている場合、予測値がその範囲内に収まる
ように値を丸めるようにする。
　なお、式（２）は図２７の水平方向予測におけるフィルタ処理を示しており、具体的に
は、式（２）の１行目の式はＭＰＥＧ－４　ＡＶＣ／Ｈ．２６４における水平方向予測の
予測値であるＳ（－１，ｙ）に対し、隣接する符号化済み画素の水平方向の輝度値の変化
量を１／２にした値を加算することでブロック境界が平滑化されるようにフィルタ処理す
ることを意味しており、式（２）の２行目の式はＭＰＥＧ－４　ＡＶＣ／Ｈ．２６４にお
ける水平方向予測と同じ予測式を示している。
【０１０１】
　ただし、シーケンスレベルヘッダのフィールド符号化か否かを示すフラグが有効である
場合、水平方向予測は式（２）の代わりに式（３）を用いる。

すなわち、図２２に示すとおり予測ブロックの上端にフィルタ処理を実施しないようにす
る（平均値予測及び垂直方向予測の場合は予測ブロックの左端のみにフィルタ処理を実施
し、水平方向予測の場合はフィルタ処理を実施しない）。フィールド符号化の場合、垂直
方向の画素間の相関が低いことから図２７の水平方向予測におけるフィルタ処理によるブ
ロック境界の連続性を高めることによる予測効率が悪化してしまう可能性がある。したが
って、上記フィルタ処理を行わないことで予測効率の低下を抑制しつつ演算量を削減する
ことができる。
【０１０２】
　なお、シーケンスレベルヘッダのフィールド符号化か否かを示すフラグをピクチャレベ
ルヘッダに用意して各ピクチャの、垂直方向の画素間の相関に応じて平均値（ＤＣ）予測
及び水平方向予測の予測ブロック上端のフィルタ処理をＯＮ／ＯＦＦ切り替えるようにし
てもよい。そのようにすることで、ピクチャ単位適応的な制御が実現でき、予測効率を高
めることができる。なお、ピクチャ単位にフレーム符号化とフィールド符号化を適応的に
切り替える符号化を実現する場合には、上記フラグはピクチャレベルヘッダに用意する必
要がある。
　また、本実施の形態１では、シーケンスレベルヘッダあるいはピクチャレベルヘッダの
フィールド符号化か否かを示すフラグに基づいて予測ブロック上端のフィルタ処理のＯＮ
／ＯＦＦを切り替える場合について説明したが、シーケンスレベルヘッダあるいはピクチ
ャレベルヘッダのフィールド符号化か否かを示すフラグとは別に本切り替え処理を行うか
否かを示すフラグを定義し、この切り替え処理を行うか否かを示すフラグに基づいて予測
ブロック上端のフィルタ処理のＯＮ／ＯＦＦを切り替えるようにしてもよい。ただし、こ
の切り替え処理を行うか否かを示すフラグは、フィールド符号化か否かを示すフラグに基
づいたフラグである。
　また、本実施の形態１では、先に説明した符号化順の切り替えと、上記フィルタ処理の
切り替えとを、それぞれ別々に説明したが、これらを組み合わせて設定するようにしても
よい。
【０１０３】
　また、平均値（ＤＣ）予測、垂直方向予測、水平方向予測のブロック境界のフィルタ処
理を例えば１６×１６画素以下のブロックのみとする等、フィルタ処理を行うブロックサ
イズを限定してもよい。このようにすることで、フィルタ処理に要する演算量を削減する
ことができる。
【０１０４】
　イントラ予測モードのインデックス値が０（平面予測）、２（平均値予測）、２６（垂
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直方向予測）、１０（水平方向予測）以外の場合には、インデックス値が示す予測方向ベ
クトルυｐ＝（ｄｘ，ｄｙ）に基づいて、予測ブロックＰｉ

ｎ内の画素の予測値を生成す
る。
　図９に示すように、予測ブロックＰｉ

ｎの左上画素を原点として、予測ブロックＰｉ
ｎ

内の相対座標を（ｘ，ｙ）と設定すると、予測に用いる参照画素の位置は、下記のＬと隣
接画素の交点になる。

ただし、kは負のスカラ値である。
【０１０５】
　参照画素が整数画素位置にある場合には、その整数画素を予測対象画素の予測値とし、
参照画素が整数画素位置にない場合には、参照画素に隣接する整数画素から生成される補
間画素を予測値とする。
　図８の例では、参照画素は整数画素位置にないので、参照画素に隣接する２画素から内
挿したものを予測値とする。なお、隣接する２画素のみではなく、隣接する２画素以上の
画素から補間画素を生成して予測値としてもよい。
　補間処理に用いる画素を多くすることで補間画素の補間精度を向上させる効果がある一
方、補間処理に要する演算の複雑度が増加することから、演算負荷が大きくても高い符号
化性能を要求する動画像符号化装置の場合には、より多くの画素から補間画素を生成する
ようにした方がよい。
【０１０６】
　以上に述べた処理によって、予測ブロックＰｉ

ｎ内の輝度信号の全ての画素に対する予
測画素を生成して、イントラ予測画像ＰＩＮＴＲＡｉ

ｎを出力する。
　なお、イントラ予測画像ＰＩＮＴＲＡｉ

ｎの生成に用いられたイントラ予測パラメータ
（イントラ予測モード）は、ビットストリームに多重化するために可変長符号化部１３に
出力される。
【０１０７】
　なお、先に説明したＭＰＥＧ－４　ＡＶＣ／Ｈ．２６４における８×８画素のブロック
のイントラ予測時に参照画像に対して施される平滑化処理と同様に、イントラ予測部４に
おいて、予測ブロックＰｉ

ｎの中間予測画像を生成する際の参照画素を、予測ブロックＰ

ｉ
ｎに隣接する符号化済み画素を平滑化処理した画素とするように構成した場合であって

も、上述の例と同様の中間予測画像に対するフィルタ処理を行うことができる。
【０１０８】
　予測ブロックＰｉ

ｎの色差信号に対しても、輝度信号と同様の手順で、イントラ予測パ
ラメータ（イントラ予測モード）に基づくイントラ予測処理を実施し、イントラ予測画像
の生成に用いられたイントラ予測パラメータを可変長符号化部１３に出力する。
　ただし、色差信号で選択可能なイントラ予測パラメータ（イントラ予測モード）は輝度
信号と異なっていてもよい。例えば、演算量を削減するために、色差信号の垂直方向予測
及び水平方向予測についてはブロック境界のフィルタ処理を行わずにＭＰＥＧ－４　ＡＶ
Ｃ／Ｈ．２６４と同様の予測手法としてもよい。ＹＵＶ信号４：２：０フォーマットの場
合、色差信号（Ｕ、Ｖ信号）は、輝度信号（Ｙ信号）に対して解像度を水平方向、垂直方
向共に１／２に縮小した信号であり、輝度信号に比べて画像信号の複雑性が低く予測が容
易であることから、選択可能なイントラ予測パラメータは輝度信号よりも少ない数として
イントラ予測パラメータを符号化するのに要する符号量の削減や、予測処理の低演算化を
図ってもよい。
【０１０９】
　次に、図３の動画像復号装置の処理内容を具体的に説明する。
　可変長復号部３１は、図１の動画像符号化装置により生成された符号化ビットストリー
ムを入力すると、そのビットストリームに対する可変長復号処理を実施して（図４のステ
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ップＳＴ２１）、フィールド符号化か否かを示すフラグやフレームサイズの情報などの１
フレーム以上のピクチャから構成されるシーケンス単位のヘッダ情報（シーケンスレベル
ヘッダ）及びピクチャ単位のヘッダ情報（ピクチャレベルヘッダ）、ループフィルタ部３
８で使用するフィルタパラメータや量子化マトリクスパラメータを復号する。
　このとき、可変長復号部３１によって可変長復号された量子化マトリクスパラメータを
参照して量子化マトリクスを特定する。具体的には、各直交変換サイズの色信号や符号化
モード毎に、量子化マトリクスパラメータが初期値として予め動画像符号化装置及び動画
像復号装置で共通に用意されている量子化マトリクス、または、既に復号された量子化マ
トリクスである（新しい量子化マトリクスでない）ことを示す場合は、量子化マトリクス
パラメータに含まれる上記マトリクスの内のどの量子化マトリクスであるかを特定するイ
ンデックス情報を参照して量子化マトリクスを特定し、量子化マトリクスパラメータが新
しい量子化マトリクスを用いることを示す場合は、量子化マトリクスパラメータに含まれ
る量子化マトリクスを使用する量子化マトリクスとして特定する。
　そして、ピクチャ単位のデータを構成するスライスデータから、スライス分割情報等の
スライス単位のヘッダ情報（スライスレベルヘッダ）を復号し、各スライスの符号化デー
タを復号する。
【０１１０】
　また、可変長復号部３１は、図１の動画像符号化装置の符号化制御部２により決定され
た最大符号化ブロックサイズ及び分割階層数の上限を動画像符号化装置と同様の手順で決
定する（ステップＳＴ２２）。
　例えば、最大符号化ブロックサイズや分割階層数の上限が映像信号の解像度に応じて決
められた場合には、復号したフレームサイズ情報に基づいて、動画像符号化装置と同様の
手順で最大符号化ブロックサイズを決定する。
　最大符号化ブロックサイズ及び分割階層数の上限が、動画像符号化装置側でシーケンス
レベルヘッダなどに多重化されている場合には、上記ヘッダから復号した値を用いる。
　以降、動画像復号装置では、上記最大符号化ブロックサイズを最大復号ブロックサイズ
と称し、最大符号化ブロックを最大復号ブロックと称する。
　可変長復号部３１は、決定された最大復号ブロック単位に、図６で示されるような最大
復号ブロックの分割状態を復号する。復号された分割状態に基づき、階層的に復号ブロッ
ク（図１の動画像符号化装置の「符号化ブロック」に相当するブロック）を特定する（ス
テップＳＴ２３）。
【０１１１】
　次に、可変長復号部３１は、復号ブロックに割り当てられている符号化モードを復号す
る。復号した符号化モードに含まれる情報に基づき、復号ブロックをさらに１つないし複
数の予測処理単位である予測ブロックに分割し、予測ブロック単位に割り当てられている
予測パラメータを復号する（ステップＳＴ２４）。
【０１１２】
　即ち、可変長復号部３１は、復号ブロックに割り当てられている符号化モードがイント
ラ符号化モードである場合、復号ブロックに含まれており、予測処理単位となる１つ以上
の予測ブロック毎にイントラ予測パラメータを復号する。
　一方、復号ブロックに割り当てられている符号化モードがインター符号化モードである
場合、復号ブロックに含まれており、予測処理単位となる１つ以上の予測ブロック毎にイ
ンター予測パラメータ及び動きベクトルを復号する（ステップＳＴ２４）。
【０１１３】
　さらに、可変長復号部３１は、予測差分符号化パラメータに含まれる直交変換ブロック
分割情報に基づき、直交変換ブロック毎に圧縮データ（変換・量子化後の変換係数）を復
号する（ステップＳＴ２４）。
　その際、図１の動画像符号化装置の可変長符号化部１３での圧縮データの符号化処理と
同様に、ＣＧ単位の係数の復号処理を実施する。したがって、通常は図２８に示すように
４×４画素単位の１６個のＣＧを右下のＣＧから順に復号処理し、さらに各ＣＧはＣＧ内
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の１６個の係数を右下の係数から順に復号していくこととなる。具体的には、まずＣＧ内
の１６個の係数の中に有意（非零）係数が存在するか否かのフラグ情報を復号し、次に復
号したフラグ情報がＣＧ内に有意（非零）係数が存在することを示す場合のみＣＧ内の各
係数が有意（非零）係数であるかを上記順に復号し、最後に有意（非零）係数を示す係数
に対してその係数値情報を順に復号する。これをＣＧ単位に上記順に行う。ただし、可変
長復号部３１によって復号されたシーケンスレベルヘッダのフィールド符号化か否かを示
すフラグが有効である場合、図１７、図１８、図１９の内、図１の動画像符号化装置の可
変長符号化部１３で決められた処理順と同一の順番で復号処理が行われる。このようにす
ることで、図１の動画像符号化装置で生成したストリームと同一の圧縮データを生成する
ことができる。
【０１１４】
　なお、シーケンスレベルヘッダのフィールド符号化か否かを示すフラグをピクチャレベ
ルヘッダに用意して、量子化された直交変換係数である圧縮データの符号化時の係数の符
号化順をピクチャ単位に適応的に切り替えるように図１の動画像符号化装置の可変長符号
化部１３が構成されている場合、可変長復号部３１も同様に上記フラグに応じて圧縮デー
タの復号順をピクチャ単位に適応的に切り替えるようにする。
【０１１５】
　切換スイッチ３３は、可変長復号部３１により可変長復号された符号化モードｍ（Ｂｎ

）がイントラ符号化モードであれば（ｍ（Ｂｎ）∈ＩＮＴＲＡの場合）、可変長復号部３
１により可変長復号された予測ブロック単位のイントラ予測パラメータをイントラ予測部
３４に出力する。
　一方、可変長復号部３１により可変長復号された符号化モードｍ（Ｂｎ）がインター符
号化モードであれば（ｍ（Ｂｎ）∈ＩＮＴＥＲの場合）、可変長復号部３１により可変長
復号された予測ブロック単位のインター予測パラメータ及び動きベクトルを動き補償部３
５に出力する。
【０１１６】
　イントラ予測部３４は、可変長復号部３１により可変長復号された符号化モードｍ（Ｂ
ｎ）がイントラ符号化モード（ｍ（Ｂｎ）∈ＩＮＴＲＡ）である場合（ステップＳＴ２５
）、切換スイッチ３３から出力された予測ブロック単位のイントラ予測パラメータを受け
取って、図１のイントラ予測部４と同様の手順で、イントラ予測用メモリ３７に格納され
ている復号画像を参照しながら、上記イントラ予測パラメータを用いた復号ブロックＢｎ

内の各予測ブロックＰｉ
ｎに対するイントラ予測処理を実施して、イントラ予測画像ＰＩ

ＮＴＲＡｉ
ｎを生成する（ステップＳＴ２６）。

　ただし、可変長復号部３１によって復号されたシーケンスレベルヘッダのフィールド符
号化か否かを示すフラグが有効である場合、図１の動画像符号化装置と同様に平均値（Ｄ
Ｃ）予測及び水平方向予測の予測ブロック上端のフィルタ処理を行わないようにする。こ
のようにすることで、図１の動画像符号化装置で生成したストリームと同一の予測画像を
生成することができる。
【０１１７】
　なお、実施の形態１の動画像符号化装置において、シーケンスレベルヘッダのフィール
ド符号化か否かを示すフラグをピクチャレベルヘッダに用意している場合、このピクチャ
レベルヘッダのフィールド符号化か否かを示すフラグの値に応じてピクチャ単位に平均値
（ＤＣ）予測及び水平方向予測の予測ブロック上端のフィルタ処理をＯＮ／ＯＦＦ切り替
えるようにする。このようにすることで、上記のように構成した実施の形態１の動画像符
号化装置で生成したストリームと同一の予測画像を生成することができる。
【０１１８】
　動き補償部３５は、可変長復号部３１により可変長復号された符号化モードｍ（Ｂｎ）
がインター符号化モード（ｍ（Ｂｎ）∈ＩＮＴＥＲ）である場合（ステップＳＴ２５）、
切換スイッチ３３から出力された予測ブロック単位の動きベクトルとインター予測パラメ
ータを受け取って、動き補償予測フレームメモリ３９に格納されているフィルタ処理後の
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復号画像を参照しながら、その動きベクトルとインター予測パラメータを用いた復号ブロ
ックＢｎ内の各予測ブロックＰｉ

ｎに対するインター予測処理を実施してインター予測画
像ＰＩＮＴＥＲｉ

ｎを生成する（ステップＳＴ２７）。
【０１１９】
　逆量子化・逆変換部３２は、可変長復号部３１から圧縮データ及び予測差分符号化パラ
メータを受けると、図１の逆量子化・逆変換部８と同様の手順で、その予測差分符号化パ
ラメータに含まれる量子化パラメータ及び直交変換ブロック分割情報を参照して、直交変
換ブロック単位にその圧縮データを逆量子化する。
　このとき、可変長復号部３１により可変長復号された各ヘッダ情報を参照し、各ヘッダ
情報が、当該スライスで量子化マトリクスを用いて、逆量子化処理を実施することを示し
ている場合は、量子化マトリクスを用いて逆量子化処理を行う。
【０１２０】
　この際、可変長復号部３１により可変長復号された各ヘッダ情報を参照して、各直交変
換サイズで色信号や符号化モード（イントラ符号化かインター符号化か）毎に使用する量
子化マトリクスを特定する。
　また、逆量子化・逆変換部３２は、直交変換ブロック単位に逆量子化後の圧縮データで
ある変換係数に対する逆直交変換処理を実施して、図１の逆量子化・逆変換部８から出力
された局所復号予測差分信号と同一の復号予測差分信号を算出する（ステップＳＴ２８）
。
【０１２１】
　加算部３６は、逆量子化・逆変換部３２により算出された復号予測差分信号と、イント
ラ予測部３４により生成されたイントラ予測画像ＰＩＮＴＲＡｉ

ｎ、または、動き補償部
３５により生成されたインター予測画像ＰＩＮＴＥＲｉ

ｎのいずれか一方を加算して復号
画像を算出し、その復号画像をループフィルタ部３８に出力するとともに、その復号画像
をイントラ予測用メモリ３７に格納する（ステップＳＴ２９）。
　この復号画像が、以降のイントラ予測処理の際に用いられる復号済みの画像信号になる
。
【０１２２】
　ループフィルタ部３８は、全ての復号ブロックＢｎに対するステップＳＴ２３～ＳＴ２
９の処理が完了すると（ステップＳＴ３０）、加算部３６から出力された復号画像に対し
て、所定のフィルタ処理を実施して、フィルタ処理後の復号画像を動き補償予測フレーム
メモリ３９に格納する（ステップＳＴ３１）。
　具体的には、直交変換ブロックの境界や予測ブロックの境界に発生する歪みを低減する
フィルタ（デブロッキングフィルタ）処理、画素単位に適応的にオフセットを加算する（
画素適応オフセット）処理、ウィーナフィルタ等の線形フィルタを適応的に切り替えてフ
ィルタ処理する適応フィルタ処理などを行う。
　ただし、ループフィルタ部３８は、上記のデブロッキングフィルタ処理、画素適応オフ
セット処理、適応フィルタ処理のそれぞれについて、可変長復号部３１により可変長復号
された各ヘッダ情報を参照して、当該スライスで処理を行うか否かを特定する。
　このとき、２つ以上のフィルタ処理を行う場合に、動画像符号化装置のループフィルタ
部１１が図１１のように構成されている場合には、図１２に示すようにループフィルタ部
３８が構成される。
【０１２３】
　ここで、デブロッキングフィルタ処理では、可変長復号部３１により可変長復号された
ヘッダ情報を参照し、ブロック境界にかけるフィルタ強度の選択に用いる各種パラメータ
を初期値から変更する情報が存在する場合には、その変更情報に基づいて、デブロッキン
グフィルタ処理を実施する。変更情報がない場合は、予め定められた手法に従って行う。
【０１２４】
　画素適応オフセット処理では、可変長復号部３１により可変長復号された画素適応オフ
セット処理のブロック分割情報に基づいて分割し、そのブロック単位に、可変長復号部３
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１により可変長復号されたブロック単位のクラス分類手法を示すインデックスを参照して
、そのインデックスが“オフセット処理を行わない”ことを示すインデックスでない場合
、ブロック単位にブロック内の各画素を上記インデックスが示すクラス分類手法に従って
クラス分類する。
　なお、クラス分類手法の候補として、ループフィルタ部１１の画素適応オフセット処理
のクラス分類手法の候補と同一のものが予め用意されている。
【０１２５】
　そして、ループフィルタ部３８は、ブロック単位の各クラスのオフセット値を特定する
可変長復号部３１により可変長復号されたオフセット情報を参照して、復号画像の輝度値
にオフセットを加算する処理を行う。
【０１２６】
　適応フィルタ処理では、可変長復号部３１により可変長復号されたクラス毎のフィルタ
を用いて、図１の動画像符号化装置と同一の手法でクラス分類した後に、そのクラス分類
情報に基づいてフィルタ処理を行う。
　このループフィルタ部３８によるフィルタ処理後の復号画像が、動き補償予測用の参照
画像となり、また、再生画像となる。
【０１２７】
　以上で明らかなように、この実施の形態１によれば、入力映像信号をフィールド単位に
符号化することを示すフラグが有効となっている場合に、イントラ予測部４が、平均値予
測または水平方向予測によるイントラ予測処理を実施する時の予測ブロックの上端のフィ
ルタ処理を実施しないようにする構成と、変換・量子化部７が、変換係数の符号化順を変
更する構成とを、それぞれ単独に実施、あるいは組み合わせて実施するように構成したの
で、フィールド信号の特性に応じた効率的な予測処理、符号化処理を実現することができ
、符号化効率を高めることができる効果を奏する。
【０１２８】
　また、この実施の形態１によれば、可変長復号部３１によって復号された入力映像信号
をフィールド単位に符号化することを示すフラグが有効となっている場合に、イントラ予
測部３４が、平均値予測または水平方向予測によるイントラ予測処理を実施する時の予測
ブロックの上端のフィルタ処理を実施しないようにする構成と、逆量子化・逆変換部３２
が、変換係数の復号順を変更する構成とを、それぞれ単独に実施、あるいは組み合わせて
実施するように構成したので、フィールド信号の特性に応じた効率的な予測処理、符号化
処理を実現することができ、符号化効率を高めることができる実施の形態１の動画像符号
化装置で符号化されたビットストリームを正しく復号することができる効果を奏する。
【産業上の利用可能性】
【０１２９】
　以上のように、本発明にかかる動画像符号化装置、動画像復号装置、動画像符号化方法
及び動画像復号方法は、符号化効率の高い符号化、復号処理を行う動画像符号化装置、動
画像復号装置等に有用である。
【符号の説明】
【０１３０】
　１　ブロック分割部（ブロック分割手段）、２　符号化制御部（符号化制御手段）、３
　切換スイッチ、４　イントラ予測部（予測手段）、５　動き補償予測部（予測手段）、
６　減算部（差分画像生成手段）、７　変換・量子化部（画像圧縮手段）、８　逆量子化
・逆変換部（局所復号画像生成手段）、９　加算部（局所復号画像生成手段）、１０　イ
ントラ予測用メモリ（予測手段）、１１　ループフィルタ部（フィルタリング手段）、１
２　動き補償予測フレームメモリ（予測手段）、１３　可変長符号化部（可変長符号化手
段）、１４　スライス分割部（スライス分割手段）、３１　可変長復号部（可変長復号手
段）、３２　逆量子化・逆変換部（差分画像生成手段）、３３　切換スイッチ、３４　イ
ントラ予測部（予測手段）、３５　動き補償部（予測手段）、３６　加算部（復号画像生
成手段）、３７　イントラ予測用メモリ（予測手段）、３８　ループフィルタ部（フィル
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タリング手段）、３９　動き補償予測フレームメモリ（予測手段）、１０１　ブロック分
割部、１０２　予測部、１０３　圧縮部、１０４　局所復号部、１０５　加算器、１０６
　ループフィルタ、１０７　メモリ、１０８　可変長符号化部。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】
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【図２７】 【図２８】
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